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事 件 題 目 

１．議案第21号 平成２６年度おいらせ町一般会計予算について 

２．議案第22号 平成２６年度おいらせ町国民健康保険特別会計予算について 

３．議案第23号 平成２６年度おいらせ町奨学資金貸付事業特別会計について 

４．議案第24号 平成２６年度おいらせ町公共下水道事業特別会計予算について 

５．議案第25号 平成２６年度おいらせ町農業集落排水事業特別会計予算について 

６．議案第26号 平成２６年度おいらせ町介護保険特別会計予算について 

７．議案第27号 平成２６年度おいらせ町公共用地取得事業特別会計予算について 

８．議案第28号 平成２６年度おいらせ町後期高齢者医療特別会計予算について 

９．議案第29号 平成２６年度おいらせ町病院事業会計予算について 

‥‥‥以下余白‥‥‥ 
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発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

 

事務局長 

（袴田光雄君） 

 

 おはようございます。 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 

吉村委員長  おはようございます。 

 一言ご挨拶を申し上げます。 

 このたび予算特別委員長を仰せつかりました吉村敏文です。 

 ご案内のように、予算特別委員会は、町の１年間の執行予算を審議する大変重

要な委員会であります。 

 議事進行につきましては、各委員の何分のご協力をよろしくお願いをいたしま

す。 

 

吉村委員長  ただいまの出席委員数は１６人です。 

 定足数に達しておりますので、直ちに予算特別委員会を開会いたします。 

 （開会時刻 午前１０時０１分） 

吉村委員長  これより議事に入ります。 

 当委員会に付託されました議案第２１号から第２９号までの９議案のうち、議

案第２１号、平成２６年度おいらせ町一般会計予算についてを議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 議案第２１号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書の６５ページをお開きください。 

 本案は、第１条において、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０１億１，１００

万円と定めるもので、前年度と比較いたしますと３億７，１３０万円、３．８％

の増となっております。なお、歳入歳出予算の款項区分ごとの金額は、次ページ

からの第１表、歳入歳出予算のとおりであります。 

 第２条は、地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還方法を設定する

もので、７３ページの第２表、地方債の表のとおり８事業の借り入れを予定し、

その限度額は６億７，６３０万円となっております。 

 第３条は、一時借入金の借り入れの最高額を１０億円と定めるものであり、第

４条は歳出予算の流用について定めるものであります。 
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 それでは、別冊の平成２６年度一般会計予算に関する説明書により、主な内容

をご説明申し上げます。 

 初めに、歳入についてご説明申し上げます。 

 ５ページから８ページにわたります。 

 １款、町税の予算額は２３億５，１８４万７，０００円で、前年度と比較いた

しますと１億６１０万４，０００円、４．７％の増となり、主に固定資産税の増

収見込みを計上しております。 

 ８ページ、２款、地方譲与税の予算額は１億２，４００万１，０００円で、前

年度と比較いたしますと３００万円、２．４％の減となり、地方揮発油譲与税、

自動車重量譲与税の減額計上をいたしました。 

 ９ページ、３款、利子割交付金の予算額は３９０万円で、前年度と比較いたし

ますと７０万円、１５．２％の減額計上をいたしました。 

 ４款、配当割交付金の予算額は２１０万円で、前年度と比較いたしますと４０

万円、２３．５％の増額計上をいたしました。 

 １０ページにまいります。 

 ５款、株式等譲渡所得割交付金の予算額は３０万円で、昨年度と同額を計上し

ております。 

 ６款、地方消費税交付金の予算額は３億１，２００万円で、前年度と比較いた

しますと１億６００万円、５１．５％の増となり、４月１日から消費税率の引き

上げに伴う増額計上をいたしました。 

 ７款、自動車取得税交付金の予算額は２，１００万円で、前年度と比較いたし

ますと１，０００万円、３２．３％の減となり、税率の引き下げに伴う減額計上

をいたしました。 

 １１ページ、８款、国有提供施設等所在市町村助成交付金の予算額は１４０万

円で、前年度と比較いたしますと２０万円、１２．５％の減額計上をいたしまし

た。 

 ９款、地方特例交付金の予算額は１，１９０万円で、前年度と比較いたします

と５０万円、４．０％の減額計上をいたしました。 

 １０款、地方交付税の予算額は３４億１，０００万円で、前年度と比較いたし

ますと７，０００万円、２．０％の減となり、国の地方財政計画により試算した

結果、基準財政需要額の減に加え、町税や地方消費税交付金などの基準財政収入

額の増が見込まれることから、減額計上をいたしました。 

 １２ページにまいります。 

 １１款、交通安全対策特別交付金の予算額は３２６万１，０００円で、前年度

と比較いたしますと１８万５，０００円、５．４％の減額計上をいたしました。 
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 １２ページから１３ページにかけての１２款、分担金及び負担金の予算額は２

億６２９万２，０００円で、前年度と比較いたしますと５９４万６，０００円、

３．０％の増となり、保育料の増が見込まれることから増額計上をいたしました。 

 １３ページから１６ページにかけての１３款、使用料及び手数料の予算額は

８，２９３万９，０００円で、前年度と比較いたしますと８８万７，０００円、

１．１％の増となり、町営住宅使用料の増が見込まれることから増額計上をいた

しました。 

 １６ページから１８ページにかけての１４款、国庫支出金の予算額は１０億

１，６９１万６，０００円で、前年度と比較いたしますと１億８，０３８万９，

０００円、２１．６％の増となり、歳出と連動しております臨時福祉給付金給付

事業費補助金と、子育て世帯臨時特例給付金給付事業費補助金が新たに加わった

ことから、増額計上をいたしました。 

 １８ページから２２ページにかけての１５款、県支出金の予算額は１１億８，

１５６万７，０００円で、前年度と比較いたしますと１億１，７６６万１，００

０円、１１．１％の増となり、歳出と連動しております緊急雇用創出事業臨時特

例交付金の増額計上をしております。 

 ２３ページにまいります。 

 １６款、財産収入の予算額は１，０００万６，０００円、及び２４ページ、１

７款、寄附金の予算額は１１万１，０００円で、前年度とほぼ同額を計上してお

ります。 

 ２５ページから２６ページにかけての１８款、繰入金の予算額は６億２，３４

４万９，０００円で、前年度と比較いたしますと３，６９３万６，０００円、６．

３％の増となり、公共施設整備基金、東日本大震災復興推進基金及び財源調整の

ための財政調整基金、それぞれの繰入金を増額したことから増額計上となりまし

た。 

 ２７ページから３０ページにかけての２０款、諸収入の予算額は５，１７１万

１，０００円で、前年度と比較いたしますと５４２万７，０００円、１１．７％

の増となり、次世代自動車充電インフラ整備促進事業補助金が新たに加わったこ

とから増額計上をいたしました。 

 ３０ページから３１ページにかけての２１款、町債の予算額は６億７，６３０

万円で、前年度と比較いたしますと１億３８０万円、１３．３％の減となります。

８事業に対する借り入れを予定しておりますが、借り入れ事業数の減少などによ

り減額計上をいたしました。 

 次に、歳出における主な内容、特に新しく設けられました事業を中心にご説明

申し上げます。 
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 説明書の３３ページをお開きください。 

 １款、議会費の予算額は１億６０５万３，０００円で、前年度と比較いたしま

すと３６万２，０００円、０．３％の増となりました。主に議員報酬と議員共済

会負担金であります。 

 ３４ページから５８ページにかけての２款、総務費の予算額は１４億５，３５

１万円で、前年度と比較いたしますと９，６４７万５，０００円、６．２％の減

となりました。 

 ３６ページをお開きください。 

 １項１目、一般管理費では、本庁舎太陽光発電設備整備工事に伴う設計委託料、

工事監理委託料、工事費及び本庁舎屋上防水改修工事費と、将来に備えた公共施

設等総合管理計画作成委託料を新たに計上いたしました。 

 ３９ページにまいります。 

 １項４目、財産管理費では、めくっていただいて、ただいま申しました公共施

設等総合管理計画に基づいた整備管理を行うために、公共施設整備基金積立金を

計上いたしております。 

 ４３ページにまいります。 

 ２項１目、企画総務費では、行政推進委員報酬及び、めくって４４ページにな

ります、町民バス運行業務委託料などを計上しております。 

 ４５ページ、２項２目、町活性化対策費では、めくっていただいて、電気自動

車用電源設備工事費を新たに計上いたしました。 

 ４７ページ、２項３目、情報政策費では、社会保障税番号制度、いわゆるマイ

ナンバー制度のことですが、その対応システム改修委託料を新たに計上いたしま

した。 

 ４８ページ、２項４目、洋光台団地分譲促進費では、洋光台会計元金補給金と

公共用地取得事業特別会計繰出金などを計上しております。 

 ２項５目、定住促進対策費は、目を新設しておりますが、地域の元気再生定住

促進助成金及びおいらせ町婚活イベント事業実行委員会補助金を新たに計上い

たしました。 

 ４９ページから５２ページにかけての３項、徴税費では、町税の賦課及び徴収

事務に係る全般的な経費を計上しております。 

 ５３ページから５６ページにかけての５項、選挙費では、予定されております

県議会議員選挙、稲生川土地改良区総代選挙、奥入瀬川東部土地改良区総代選挙、

それぞれの経費を新たに計上いたしました。 

 ５７ページ、６項２目、指定統計費では、農林業センサス調査等に係る経費を

新たに計上いたしました。 
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 次に、５８ページから７１ページにかけての３款、民生費の予算額は３１億８，

４６９万７，０００円で、前年度と比較いたしますと１億６，２７７万４，００

０円、５．４％の増となりました。 

 １項１目、社会福祉総務費は、６０ページをお開きいただきたいと思います、

上北地方教育福祉事務組合民生費負担金、町民生委員児童委員協議会補助金、町

社会福祉協議会補助金、国民健康保険特別会計繰出金に加え、新たに臨時福祉給

付金を計上いたしました。 

 ６０ページから６２ページにかけての２目、障害者（児）福祉費では、給付費

等の障害者福祉サービス利用に伴う扶助費などを計上しております。 

 ６２ページから６４ページにかけての３目、高齢者福祉費では、６３ページに

なります、おいらせ広域シルバー人材センター負担金と、めくっていただいて６

４ページ、後期高齢者医療療養給付費負担金、介護保険特別会計繰出金及び後期

高齢者医療特別会計繰出金などを計上しております。 

 ６５ページ、６目、福祉施設管理運営費では、老人福祉センター、地域福祉セ

ンター、福祉プラザの管理運営経費等に加え、めくっていただいて、地域福祉セ

ンター屋根塗装工事費を新たに計上いたしました。 

 ２項１目、児童福祉総務費では、６７ページになります、子育てを支援するた

めの各種委託事業や乳幼児医療給付費、子ども医療助成費、保育士等処遇改善臨

時特例事業費補助金を計上しております。 

 ６８ページ、２目、児童措置費では、保育所運営費、児童手当に加え、６９ペ

ージにまいります、子育て世帯臨時特例給付金を新たに計上いたしました。 

 ３目、母子父子福祉費では、ひとり親家庭等医療費給付費、４目、児童館費で

は、町内の児童センター及び児童館の管理運営経費を計上しております。 

 次に、７１ページから７９ページにかけての４款、衛生費の予算額は６億１，

６８４万３，０００円で、前年度と比較いたしますと６，３２４万４，０００円、

１１．４％の増となりました。 

 ７３ページ、１項２目、予防費では、乳幼児等予防接種委託料、高齢者インフ

ルエンザ予防接種委託料など、７４ページにまいりまして、３目、環境衛生費で

は、資源集団回収事業奨励金、十和田地域広域事務組合火葬場費負担金などを計

上しております。 

 ７５ページにまいります。 

 ５目、母子保健対策費では、めくっていただいて、妊婦乳児健康診査委託料を、

７７ページにまいりまして、６目、成人保健対策費では、健康診査委託料などを

それぞれ計上しております。 

 ７８ページ、２項１目、清掃総務費では、十和田地域広域事務組合への負担金
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と、浄化槽設置整備費補助金に加え、最終処分場閉鎖工事費を新たに計上いたし

ました。 

 ７９ページ、３項１目、上水道費は、八戸圏域水道企業団負担金、４項１目、

病院費は、おいらせ病院への運営費負担金であります。 

 次に、８０ページから８１ページにかけての５款、労働費の予算額は２億５，

６３７万９，０００円で、前年度と比較いたしますと１億６，７６９万円、１８

９．１％の増となりました。 

 ４目、雇用対策費では、緊急雇用創出事業として、コールセンターオペレータ

ー人材育成事業委託料を新たに計上いたしました。 

 次に、８１ページから８９ページにかけての６款、農林水産業費の予算額は２

億１，９７２万７，０００円で、前年度と比較いたしますと３，９３７万円、２

１．８％の増となりました。 

 ８１ページをお開きください。 

 １項１目、農業委員会費では、農地制度の円滑な執行事業に係る経費が主なも

のであり、８３ページにまいりまして、２目、農業総務費においては、農業用使

用済プラスチック回収促進対策事業費補助金、カメムシ防除対策事業費補助金に

加え、経営所得安定対策直接支払推進事業費補助金を新たに計上いたしました。 

 ８４ページ、３目、農業振興費では、８５ページにまいります、野菜等産地生

産・販売力強化事業費補助金、経営体育成支援事業費補助金に加え、青年就農給

付金を新たに計上いたしました。 

 ８５ページ、５目、農地費では、めくっていただいて、県営農道保全対策事業

負担金、県営奥入瀬川地区ため池等整備事業費負担金、農業集落排水事業特別会

計繰出金に加え、ため池一斉点検調査業務委託料を新たに計上いたしました。 

 ８８ページ、３項１目水産業総務費では、８９ページにまいります、漁業者担

い手育成補助金を新たに計上いたしました。 

 次に、８９ページから９３ページにかけての７款、商工費の予算額は１億１，

８４０万９，０００円で、前年度と比較いたしますと２，１０４万２，０００円、

２１．６％の増となりました。 

 ９０ページ、２目、商工業振興費では、町商工会プレミアム共通商品券発行補

助金、町商工会補助金、商店街活性化イベント事業費補助金などを計上しており

ます。 

 ９１ページにまいります。３目、観光費では、町観光協会補助金に加え、おい

らせ音頭浴衣製作委託料を新たに計上いたしました。 

 ９２ページ、４目、観光施設費では、施設管理業務等委託料に加え、白鳥の家

と観光ＰＲセンターの屋根外壁等塗装工事費を新たに計上いたしました。 
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 次に、９３ページから９９ページにかけての８款、土木費の予算額は１２億５，

７４２万５，０００円で、前年度と比較いたしますと４，９８４万７，０００円、

４．１％の増となりました。 

 ９４ページ、２項１目、道路橋りょう維持費では、町道維持補修工事費などの

維持管理経費を、９５ページ、２目、道路橋りょう新設改良費では、町道整備工

事費など新設改良に係る経費と、明神川改修に伴う町道橋りょう架替工事費負担

金に加え、路面性状調査業務委託料を新たに計上いたしました。 

 ９６ページ、３目、除雪対策費では、町道等の除雪経費に加え、雪寒道路指定

に伴う交通量調査委託料を新たに計上いたしました。 

 ９７ページ、３項１目、都市計画総務費では、都市計画区域の見直しに向けた

土地利用事前調査委託料を新たに計上いたしました。 

 ９８ページ、２目、公園管理費では、町が管理する公園の維持管理経費などを、

３目、公共下水道費では、公共下水道事業特別会計繰出金をそれぞれ計上してお

ります。 

 ９９ページ、４項１目、住宅管理費では、被災者住宅再建支援事業費補助金ほ

か、町営住宅の維持管理に係る経費を計上しております。 

 次に、９９ページから１０４ページにかけての９款、消防費の予算額は７億７，

７６９万３，０００円で、前年度と比較いたしますと１億７，００５万５，００

０円、２８．０％の増となりました。 

 ９９ページから１０１ページにかけての１項１目、非常備消防費では、町消防

団員に係る報酬や活動をする際の物件費のほか、八戸地域広域市町村圏事務組合

への消防費負担金に加え、おいらせ消防署の分遣所建設負担金を新たに計上いた

しました。 

 １０１ページ、２目、消防施設費では、めくっていただいて、消火栓、防火水

槽の設置工事費と、屯所等の修繕工事費を計上しております。 

 １０２ページ、３目、災害対策費では、おいらせ町震災復興計画に基づき実施

する事業に係る経費が主で、１０３ページにまいりまして、津波避難タワー及び

松原地区避難階段用地購入費、百石道路避難階段等整備工事費や津波避難誘導標

識等測量設計委託料、避難計画定着化方策検討業務委託料、生活・経済活動復興

支援助成金のほか、自主防災組織育成支援助成金を計上しております。 

 次に、１０４ページから１２５ページにかけての１０款、教育費の予算額は８

億４，０３１万３，０００円で、前年度と比較いたしますと１億１，２８３万１，

０００円、１１．８％の減となりました。 

 １０５ページ、１項２目、事務局費では、１０８ページにまいりまして、幼稚

園就園奨励費補助金、要保護及び準要保護児童生徒援助費などを計上しておりま
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す。 

 １０８ページにまいります。 

 ２項、小学校費の１目、学校管理費及び２目、教育振興費とも、町内小学校の

管理運営経費であります。 

 ３目、学校建設費では、小学校自家発電設備工事実施設計委託料、小学校施設

非構造部材耐震点検委託料と、甲洋小学校屋根外壁等改修工事費、平成２７年度

以降改修予定の木ノ下小学校屋根外壁等改修工事実施設計委託料を新たに計上

いたしました。 

 １１１ページ、３項、中学校費の１目、学校管理費及び２目、教育振興費とも、

町内中学校の管理運営経費であります。 

 １１２ページ、３目、学校建設費では、中学校自家発電設備工事実施設計委託

料及び中学校施設非構造部材耐震点検委託料を新たに計上いたしました。 

 １１３ページ、４項１目、社会教育総務費では、上北地方教育福祉事務組合教

育費負担金、放課後子ども教室推進事業に係る謝礼金、芸術文化鑑賞事業、ふる

さと学習塾開催事業などを計上しております。 

 １１５ページから１１８ページにわたる２目、公民館費、３目、みなくる館費、

４目、図書館費、５目、大山将棋記念館費は、それぞれの施設の管理運営経費を

計上しております。 

 １２０ページ、８目、阿光坊古墳群保存整備費では、古墳群保存整備工事費、

測量設計委託料、保存整備に係る経費を計上しております。 

 １２１ページ、５項１目、保健体育総務費では、１２３ページにまいりまして、

町体育協会、スポーツ少年団等大会出場、いちょうマラソン大会、町民駅伝大会

実行委員会など、それぞれの団体等に対する補助金などを計上しております。 

 ２目、体育施設費では、町民交流センター、いちょう公園体育館の管理運営経

費などを計上しております。 

 １２４ページ、３目、学校給食運営費では、学校給食センターの管理運営経費

のほか、町学校給食運営協議会補助金などを計上しております。 

 次に、１２６ページ、１１款、災害復旧費の予算額は３万円で、科目設定であ

ります。前年度と比較いたしますと７，０００円、１８．９％の減となりました。 

 次に、１２款、公債費の予算額は１２億５，９９２万１，０００円で、前年度

と比較いたしますと９，３７７万１，０００円、６．９％の減となりました。 

 次に、１３款、予備費については、前年度と同額の２，０００万円を計上いた

しました。 

 １２９ページをお開きください。 

 給与費明細書では、特別職９４１人、一般職員１３７人の給与情報を掲載して
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おります。 

 １３７ページをお開きください。 

 債務負担に関する調書では、平成２６年度以降に支出する予定の６事業の調書

を作成しております。 

 １３９ページをお開きください。 

 地方債に関する調書では、平成２６年度中の増減の見込み額及び年度末の残高

を作成しております。 

 １４１ページをお開きください。 

 地方消費税交付金の充当に関する資料では、地方消費税交付金のうち、社会保

障財源化分が充当される社会保障４経費等の事業を予算書に掲載するよう総務

省から要請があったことにより掲載したものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算のうち、歳入についての質疑を行います。 

 第１款、町税についての質疑を受けます。 

 ５ページから８ページ。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野委員。 

 

平野敏彦委員  それでは、町税について質問させていただきます。 

 その前に、この一般会計予算に関する説明書の表紙の次のページですが、開い

てみますと会計別に一般会計と書いて、あと特別会計、公営企業会計と書いてあ

りますけれども、私はこれは不要ではないかというふうに、特別会計、公営企業

会計というのは何でここに一緒に表示してあるのか、一般会計予算に関する説明

書ですから、この部分については必要ないのではないですか。私は、見たときに

どっちが特別会計なのか一般会計なのか区別がちょっとつきにくい、不要なもの

は掲示しないほうがいいと思いますが、まずここの点確認をしておきたいと思い

ます。 

 それから、町税のところですが、７ページの軽自動車税、本年度予算５，７７

１万１，０００円、この前補正がありまして、平成２５年が５，６４５万５，０

００円の計上であります。それに比べて１３０万円ぐらいふえているというふう

なことで、私はこの消費税による３月登録が多くなって、こういうふうな形でふ



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１２－ 

えてくるのかなというふうな思いでありますが、この数値の中身について説明を

いただきたいと思います。 

 それから、滞納繰越が、６ページのところを見まして１，７７０万円ですが、

３月補正でされた額が１，０００万円ぐらいになっていますけれども、これはち

ょっと私はかたく見積もったなというふうな思いですが、この２点説明いただき

たいと思います。 

 

吉村委員長  説明を求めます。企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 それでは、私のほうから各会計予算総括表が載っているというふうなことで、

これが一般会計それから特別会計の説明書にどちらにも載っているというふう

なことで、ちょっと紛らわしいというふうなことだったと思いますけれども、こ

れについては、従来からこのような方法でずっと掲載しておりました関係上、ち

ょっとその経緯がわからないものですから、調べて検討させていただきたいとい

うふうに思います。 

 

吉村委員長  税務課長。 

 

税務課長 

（松林光弘君） 

 それではお答えします。 

 軽自動車税の増額の理由ですが、前年度当初予算編成時と比較しまして２３６

台増ということの実績に基づいての予算計上であります。 

 それから、次の固定資産税の滞納繰越分１，７７０万円の計上ですが、確かに

３月補正で１，０００万円増加しまして二千七、八百万円にしております。これ

は、徴収率が５．６％伸びたということの３月補正でしたが、あくまでも当初予

算編成は徴収率を例年どおり１０％、確かに今は１５％ぐらいいっていますが、

１０％ぐらいとかたく見積もらせていただきました。そして、きのうも答弁しま

したが、その定例会ごとに、この滞納繰越分についてはその実額を補正していき

たいと考えております。 

 以上です。 

 

吉村委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  今税務課長の説明で、この部分については理解をいたしました。最終的には２

５年度並みの徴収率が１５％を確保できればというふうなことで期待をしてお

ります。 
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 それから、この予算総括表ですけれども、この従来からというふうな部分とい

うのは、私は前々から、なぜこういうふうに全部一般会計で一番表紙のところに、

２６年度一般会計予算に関する説明書とうたっていながら、ほかの会計がここに

載ってくるんだというふうな疑問を感じていたわけで、本当の事務方のプロが疑

問を感じないというのは、私のほうがちょっとずれているのかなというふうな感

じがしましたけれども、このタイトルにちゃんと合わせてやったほうが、私は特

別会計の補正のほうも見て、一般会計が載っていますから、そのタイトルどおり

やったほうが私はなるほどなというふうな気がしますけれども、直すとかそうい

うふうな思いが、考え方はありませんか。 

 

吉村委員長  答弁を求めます。企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 先ほど申しましたように、「予算の見方・つくり方」という本がありますので、

それに照らし合わせてみてつくってみたいなというふうに思っております。た

だ、今まで各会計、特別会計のほうを載せていたとうのは、便宜上そのようにし

てあったのかなというふうな思いがしておりますので、確かにおっしゃるとお

り、一般会計であれば一般会計だけ載せればいいのかなというふうな思いがして

おりますので、ちょっと検討させていただきたいなと思います。 

 

吉村委員長  ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、第１款についての質疑を終わります。 

 次に、第２款、地方譲与税から第１１款、交通安全対策特別交付金までについ

ての質疑を受けます。 

 ８ページから１２ページです。 

 質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員  １１ページの１０款、地方交付税のところですけれども、これについては議案

の提案理由書によりますと、国の財政計画により試算した結果、基準財政需要額

の減に加えて町税や地方消費税交付金の基準財政収入額の増が見込まれるとい

うふうなことで説明があります。見ますと、収入のほうもそんなに税のほうもふ

えていないのに、この減額される額というのが特別交付税も合わせて７，０００

万円になっていますけれども、この算定の基準財政需要額が減って収入がふえる

ことによって交付税の入ってくるのが減ることはわかりますけれども、需要額の
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減という要因というのはまず何なのか。私は、例えば小学校とかそういうふうな

ものが建築していまして、そういうふうな部分からいったら減の大きなものとい

うのは何を見込めるのかなというふうなことで、ちょっと疑問であります。それ

から、税だって今の課長の説明でもありますように、比較しますとそんなに前年

度と減っていないわけで、本当のこの計上の仕方でいいのかというふうな部分、

説明をいただきたいと思います。 

 

吉村委員長  企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 需要額の減の理由なんですけれども、これについては個々の具体的な、何がど

うのこうのというのはなくて、全体的なことから需要額などの落ち込みというふ

うなことで捉えておりました。ただ、その個々の何が幾らというふうなことであ

れば、ちょっと手持ち資料がございませんので、後刻お知らせしたいというふう

に思います。 

 それから、税が伸びていないのにというふうなことで、それでも収入額が伸び

ているというふうなことなんですけれども、これに関しては地方消費税の部分が

伸びておりますし、また全体的に交付税はかたく見積もっているというふうなこ

とで、この額に減額してあるというふうなことでご理解いただきたいと思いま

す。 

 

吉村委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  そうすると、２５年度の補正の予算額でいきますと３６億６，１８６万４，０

００円が予算計上している額であります。それからいっても、本当にこの３４億

１，０００万円というのはかたく見積もり過ぎではないのかなというふうな思い

でありますが、この２５年度の予算現計からしても、ちょっと低すぎるのではな

いかなというふうな思いなんですが、かたく見積もって財政運営をというふうな

ことで考えているかと思いますが、私はそうではなくて、その財源があることに

よっていろいろな事業執行、そういうふうなものの財源に充てられるわけで、町

民サービスもそれによって高まるのではないかと。最初の試算が低く積算するこ

とによって、全てがこの歳出に対する効果というのが抑制されるわけです。やっ

ぱり一般財源についてはある程度の額を計上して、経費のほうに回して町の活性

化、そういうふうなものにつなげていくというふうな考えがちょっと薄いのでは

ないかと思いますが、その辺どうですか。 
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吉村委員長  企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 当初予算を組むときに、それぞれの事業が各課から出されてまいりまして、そ

れをどの事業を取り上げてどのように進めていくかというふうな、それは総合計

画の実施計画に基づいて行っているわけなんですけれども、その事業を見て予算

を決定している、そのときに予算がどうしても足りないということであれば、当

然今手持ちにある財政調整基金、これらを取り崩してやるのが本来の町としての

事業の進め方だと、どうしてもやらなければならないものがあるのであれば、財

調を取り崩してもやるという姿勢があってしかるべきなのかなと思います。そう

いう意味では、今回は交付税をかたく見積もって、なおかつ財政調整基金を取り

崩して、そして予定されております事業を計画どおり執行するというふうなこと

で予算をつくっておりますので、必ずしも交付税だけを捉えて、少ないから事業

ができないんだということではないというふうに思っております。 

 以上です。 

 

吉村委員長 

 

 いいですか。平野委員。最後です。 

平野敏彦委員 

 

 考え方の相違もあると思いますが、私はこの積算が当初少ないということは、

まずそのメニューを整理するときに上げられない事業というのが出てくると思

うんです。やっぱりその中で、私は前からも言っているように、やはり町長の基

本的な柱、そういうふうなものをまずは計上するためには、財源をきちんと出し

て表示をするという、例えばこういうふうな交付税、一般財源が１２月に補正に

なっても、１、２、３月でその効果というのは上がりますか。限られた期間の中

で。私が言っているのはそういうふうなことで、健全財政も大事ですけれども、

やはり町民のサービス、そういうふうなものがどういうふうな形で行政がしてい

る、やっているんだというのが目に見えるような形でやるためには、こういうふ

うな財源の捻出というのは一番大事なわけです。その辺が私とちょっと考え方の

相違があるなというふうなことで感じました。 

 終わります。 

 

吉村委員長 

 

 答弁はよろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 馬場委員。 

 

馬場正治委員  今の箇所ではないんですけれども、先ほどの平野委員の巻頭の予算総括表、不
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要ではないかという意見に対して、私はこれはつけておいてもらいたい。一般会

計それから特別会計全てを（「さっきのやつですか。もうこれはさっきの項目で

終わっている」の声あり）いや、これは項目にないことでしょう。要は、不要で

はないかという意見で、それを検討するという答弁でしたから、私は残してもら

いたいという意見です。これは、恐らく町の予算全てを一目で見られる資料がこ

れしかないんですよ、ほかには。恐らく親切心で、あるいは過去に議員からの要

望があって載せているものだと思います。紛らわしいということは一つもありま

せん、表紙に一般会計とちゃんと書いてありますから。一般会計の説明書にも特

別会計の説明書にも同じものが載っています。だけれども、全体を見るためには、

これは載っていると非常に助かるので、私は残してもらいたいという要望をして

おきます。 

 以上です。 

 

吉村委員長  要望でよろしいですか。（「はい」の声あり） 

 ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、第２款から第１１款までについての質疑を終わります。 

 次に、第１２款、分担金及び負担金から第１３款、使用料及び手数料までにつ

いての質疑を受けます。 

 １２ページから１６ページでございます。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野委員。 

 

平野敏彦委員  １２ページ、分担金及び負担金の民生費負担金の保育料滞納繰越分が１００万

円計上されてありますが、２５年度のたしか滞納繰越が２６４万３，０００円と

いうふうな形で町民課長のほうから説明があったと記憶しておりますが、２月２

８日現在では約５００万円近い４９５万８，０００円、この分が滞納があるとい

うふうなことで確認をしましたが、まずこの数値について間違いがないかどうか

確認をしたいと。そして、その中で今年度滞納繰越分の予算が１００万円計上さ

れております。この前年の部分と見ますと、これで徴収率が幾らもいかないなと

いうふうな部分もありますし、この解消の方法、税と違う部分もあるわけで、ど

ういうふうな方法が一番効果があるのか、例えば児童手当とかそういうふうな部

分と相殺するような手法があるのか、これらについてぜひご説明をいただきたい

と思います。 

 それから、あわせて１３ページのところの衛生使用料ですが、保健衛生使用料
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の霊園使用料が２４１万円あります。ここの残区画数が幾らあるのか、それから

この２４１万円入っていますけれども、これらはどういうふうな形で、霊園の整

備とかそういうふうなものに使われているのか、この使い道を説明いただければ

なと思います。 

 委員長。（「１６ページまでです」の声あり）それから、１４ページですが、こ

の町営住宅の滞納繰越も２４０万円あります。きのうも確認しましたけれども、

本当に今入っている人でとれる見込み、例えば生活保護者とかそういうふうな部

分でちょっと無理だというふうなものが何件ぐらいあるか教えていただきたい

と思います。 

 以上です。 

 

吉村委員長  町民課長。 

 

町民課長 

（柏崎正光君） 

 それではお答えいたします。 

 保育料の未納者への対応ということで、現在保育料未納者につきましては、児

童手当の支給方法を口座振替から窓口払いにいたしまして、児童手当支給時にお

きまして町民課においでいただいて納付相談を実施し、計画的に保育料を納めて

いただいております。その結果、滞納繰越分につきましては３５６万８，８５０

円の徴収がありました。あと、滞納者の転出ということになりますと、住民基本

台帳システムへのコメントといたしまして滞納ありということで、転出の届けに

来た際に納付相談をしております。 

 以上です。 

 

吉村委員長  地域整備課長。 

 

地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 町営住宅使用料の滞納繰越分２４０万円ですけれども、昨年度５０万円ほど当

初予算で計上しまして、実績で２月末現在で３４０万円ほど回収いたしました。

新年度は、確実にとれそうな見込みのということで、２０万円掛ける１２カ月、

２４０万円という予算を計上いたしましたが、現在入っている人も中にはいます

し、既に退去なさった方もいます。そういう方全員から分納計画を出していただ

いて、毎月直接本人にお会いして回収するように努めています。 

 以上です。 

 

吉村委員長  環境保健課長。 
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環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それではお答えいたします。 

 霊園の残区画ということですけれども、３９５区画のうち、２５年度今現在で

２５７区画売れておりますので、１３８区画残っております。あと、このお金を

どこに使うのかということですけれども、霊園の維持管理料のほうに充当してお

ります。 

 以上であります。 

 

吉村委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  滞納繰越の保育料についても、それぞれ努力されているなというふうなのがわ

かります。このままいろいろな意味で、ほかに任せるのではなくて、自分のとこ

ろでいろいろな工夫を凝らして回収に努めてほしいと思います。 

 町営住宅についても、昨年の予算計上からすれば格段の予算計上になっている

というふうなことで、努力の結果、成果がこの予算に反映しているなというふう

な形で評価をいたしました。 

 この霊園についての、今現在１３８区画が残っているというふうなことであり

ますが、私もうちのほうの町内の霊園を見ますと、ふえるよりあいてきているん

ですよ。というのは、子供が１人世帯、２人世帯の中で帰ってこない世帯があり

まして、霊園の管理費もとれない、そうかといって清掃とかそういうふうなもの

はちゃんとやらなければだめだというふうなことで、この１３８区画も、多分私

はここの霊園については町外、県外、さまざまなところからの転入がありますの

で、各町内で持っている霊園とまた条件が違うと思いますけれども、いろいろな

意味でＰＲもしながら、早期に残区画の解消に努めるというふうなことで努力を

していただきたいというふうに要望して終わります。 

 

吉村委員長  答弁はよろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、第１２款から第１３款までについての質疑を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。１１時１０分まで休憩いたします。 

 （休憩 午前１０時５８分） 

吉村委員長  それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 （再開 午前１１時１０分） 

吉村委員長 

 

 次に、第１４款、国庫支出金から第１５款、県支出金までについての質疑を行

います。 
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 １６ページから２２ページでございます。 

 質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 １６ページの障害者福祉サービス給付費負担金、それから障害者自立支援医療

給付費負担金、これは県費にもありますけれども、この事業内容と、町内に障害

者の支援をしなければならない人員というのは何人ぐらいいるのか。私も福祉組

合のほうで見ますと、施設に入っているのは把握できますけれども、施設に入っ

ていないのもあるように聞いていますので、その部分を説明をいただきたいと思

います。これが１６ページのところです。 

 それから、１９ページの県補助金のところで核燃料物質等取扱税交付金、それ

から電源立地地域対策交付金、これは財源的には一般財源に振りかえになるの

か、県費補助金になっているんだけれども、ちょっとどこに使われているのか、

企画費を見てもその充当がどういうふうになっているか確認できませんでした

ので説明をいただきたいと思います。 

 それから、歳出のほうも連動しますけれども、民生委員児童委員連絡協議会の

補助金が２６８万８，０００円入っています。こういうふうな補助金があって町

のほうでまたそれを民生委員児童委員協議会のほうに補助を出すというふうな

ことで見ますと、算定の根拠が、この２６８万８，０００円県費が入っています

けれども、この部分の説明をしていただければと思います。 

 それから、２０ページですが、農林水産業費県補助金があります。この補助金

と、農業費ですから農業委員会とのかかわりですが、何かさっきの説明ですと、

農業委員会の役目というのは農地的な部分だけで終わっているのかなというふ

うな歳出の説明を聞いて、それだけなのかなというふうな感じを受けまして、例

えば町の農業全般にわたっての補助事業とかそういうふうなものが農業委員会

で説明をされ、農業委員会でもよく理解しているのか、その点を説明いただきた

いと思います。 

 それから、この商工費の消費者行政活性化事業費補助金ですが、これは消費者

行政活性化というふうなことでいきますと、対象になるのか団体なのか個人なの

かもひとつ説明をいただきたいと思います。 

 以上です。 

 

吉村委員長  答弁を求めます。企画財政課長。 

 

企画財政課長  まず、私のほうから１９ページ、電源立地地域対策交付金それから核燃料物質
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（小向仁生君） 等取扱税交付金、この関連で何に充当されているのかというふうなことの質問で

したけれども、まず電源立地地域対策交付金なんですが、国の原子力推進政策の

一つで原子力関連施設の立地自治体、周辺自治体に対して、地域振興を目的に交

付金を交付されているものであります。当町は、六カ所村に立地されている再処

理施設関連、この隣々接ということでいただいておりますけれども、充当先なん

ですが、１つには小中学校の光熱費、それから２つ目には社会教育施設、公民館

等の光熱水費、３つ目にはおいらせ病院の人件費、４つ目にはいちょう公園、下

田公園、サーモンパーク等の維持管理費、５つ目にはがん検診の検診委託料、６

つ目には児童館スタッフの人件費等に充てております。 

 それから、県核燃料物質等取扱税交付金なんですが、これについては公共施設

整備基金に積み立てて、将来の公共施設の改修工事へ充当を予定しております。

１億５，４００万円ほどいただいておりまして、これを２４年、２５年、２６年

と取り崩しております。充当先につきましては、今年度は積立金のほうに充当し

ているというふうなことであります。 

 

吉村委員長  介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 お答えをいたします。 

 障害者福祉サービス給付費負担金の関係でございますが、これについては障害

者のいわゆる生活支援とか、身体が不自由な方であれば補装具というのが必要に

なってくるわけですので、それらに対する歳入でございます。もちろん、これに

ついては障害者、障害児の補装具も含まれるというふうなことになります。 

 それから、下の自立支援のほうにつきましては、大人の障害者の部分について

は、いわゆる生活機能を現状維持できる、あるいは病気が進行しないように、回

復するための給付支援というふうなことになります。同じく、これには育成医療

というのもありまして、１８歳未満の方々の生活支援と病気の改善等に対する医

療に対する給付支援というふうなことになります。 

 これらのうちのほうの障害者の給付の数ですが、大体１９０件、１９０名の

方々にそれぞれの障害の程度に応じた医療給付費とか補装具の給付というのを

サービスしているというふうなことになります。 

 それから、民生委員の補助金の積算根拠というふうに受けとめましたので、お

答えします。 

 まず、民生委員の活動費として、１人当たり４万６，２７６円の民生委員の数

５５人分と、それから協議会運営費として１協議会１３万６，０６４円、それか

ら民生委員の協議会の運営費ということで２，０００円、それから民生委員の会
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議出席旅費、これは会長の部分ということになるんですが４，９００円というふ

うなことになりまして、合計で２６８万８，０００円というふうな内容でござい

ます。 

 以上であります。 

 

吉村委員長 

 

 農林水産課長。 

農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 お答えいたします。 

 農業委員会の行ういろいろな内容という形だと思いますけれども、今そこの県

支出金のところに上がっている部分に関しては、農業委員会交付金と農地中間管

理機構集積支援事業費補助金の部分が農業委員会に割り当てされる部分になり

ます。農業委員会といたしましては、さまざま手続上の申請がされますので、そ

ちらのほうの現地確認及び総会でそれが妥当か否かの判断、また農地等が有効に

活用されているかどうかということで８月から９月、よりによっては１０月まで

延びるようなこともありますけれども、農地の利用状況の調査、及び農家台帳を

毎年更新しておりますので、その農家台帳の調査、もしくは農地の権利移動とあ

りますので、そちらのほうのお知らせ、あと別なほうから出てきますけれども、

農業者の方々に農業者年金という部分で勧誘等を勧めたりしている部分が主で

ございます。 

 以上になります。 

 

吉村委員長 

 

 商工観光課長。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 それでは、消費者行政活性化事業費補助金につきましてお答えいたします。 

 この補助金につきましては、地方消費者行政に対する国の財政措置によるもの

でございまして、県のほうで基金を創設して、各種消費者行政事業に補助すると

いう内容のものでございます。 

 新年度２６年度において、おいらせ町は八戸圏域での消費生活相談を運営する

ことになりました。その体制整備の負担金に充当するために、今回この補助金を

申請したものでございます。 

 以上です。 

 

吉村委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  今説明をいただきました。私は、民生費のほうの障害者の数が１９０名という
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ふうなことで、実際上北地方教育福祉事務組合に、そこに入所している児童、そ

ういうふうなおいらせ町の関係者というのは、これよりはるかに少ないんです、

実態は。なぜそういうふうに少ないのか担当のほうから聞いたら、これは大きい

声では言えないけれども、こういうふうな障害年金が毎月支給されている、施設

に入るとそれが家庭には入らないというふうなこともあって、自宅で一緒に生活

している数が非常に多いんだというふうなことで説明を受けたわけで、私もなる

ほどなというふうなことで理解をしますけれども、ただこのままの状態でいいの

かというふうな思いがあります。私も、地域でそういうふうな、今親が元気なう

ちはいいだろうけれども、もし亡くなったりしたら、では誰がどういうふうな形

で支援をし、見届けをするのかなというふうなのが非常に不安であります。私は、

少なくても今こういうふうな補助金もありますけれども、できればせっかくそう

いうふうな福祉組合での運営している事業もありますので、もっと早目に、例え

ば小学校程度から親のほうの意識をちゃんと持たせて、中学校卒業したら高等看

護とかそういうふうな障害者の場合は行くことによって労働が可能であります

し、今通所とかさまざまな部分で、いろいろなサービスを提供できるまでに成長

する子供がいっぱいいます。そういうふうなものをひとつ基本にしながら、ぜひ

この１９０名いる、もう大人の場合ですとなかなか容易でないと思いますけれど

も、特に児童にあっては行政のいろいろな意味で支援をしていただくようにお願

いをしたいと思います。行政側として、意識して対応してほしいというふうに要

望するものであります。 

 それから、農業委員会等の２０ページのところですけれども、農業委員会の役

割は今課長から説明がありましたけれども、私は町の農業行政全般にわたって

も、やはりいろいろな意味で知っておく必要があるのではないかと。例えば、今

年度青年就農給付金の事業補助金が３００万円出ていますけれども、やはりこう

いうふうなものの、今度新しくこういうふうなものが出てきますとか、それから

経営体育成支援事業費補助金、こういうふうなものもやはり農業委員の方々にも

ちゃんと理解をしていただいて、その事業効果を高める手段として、資料提供そ

れから制度の説明をして農業委員会の協力を得るというふうなことで、農業者に

対するサービス、そういうふうな体制が整備されると思いますが、この点いかが

でしょうか。 

 

吉村委員長  農林水産課長。 

 

農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 経営所得安定対策に関して見れば、１２月のときに町の助成がないのかという

ご質問を受けまして、農業委員会のほうともお話を詰めながらやっていきたいと
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思いますというお答えをした経緯がございます。私どものほうも、１２月から２

月にかけて農業委員会の総会にお邪魔いたしまして、それで説明もしくは意見交

換、あとどういうふうなことができるのかというのを詰めていっている状況にな

ります。確かに、青年就農給付金に関して見れば、折り入って給付金だけを特別

ご説明した経緯というのはございませんけれども、今後は委員会のほうでもしよ

ろしければ、我がほうでもいろいろな制度の情報を提供していくのは非常にいい

ことだと思っていますので、情報を両方で共有していくという体制を構築してい

きたいと思います。 

 以上になります。 

 

吉村委員長 

 

 ほかにございませんか。 

 日野口委員。 

 

日野口和子委員  １８ページの１５款１目の２節ですけれども、障害者福祉費負担金なんですけ

れども、これ全般にわたってなんですけれども、現在この障害を持っている方々、

現時点で何名いるのか、大人は何名か、子供は何名か。それから、この負担金が

どのように使われているのか、そしてそれに対してどのような活動をしているの

か、そしてまた結果どのような効果があったのか、それを聞かせていただきたい

と思います。 

 

吉村委員長  答弁を求めます。介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 まず、障害者の人数でございますが、身体障害者の手帳の交付者数でございま

すが、障害児は１７名、障害者が８２２名、計８３９名です。それから、療育手

帳の部分でございますが、１８歳障害児が４０名、１８歳以上が１７２名の計２

１２名、それから精神の部分については１５８名というふうなことになっており

ます。 

 支出の内容でございますけれども、先ほど平野委員からの質問もありましたよ

うに、これは県のほうの部分でございまして、県障害者の給付等に関しては、国

が２分の１、県、町それぞれ４分の１というふうな形になるわけでございますが、

いわゆる居宅生活とか就労とか補装具とか、そういったものに支出しているとい

うことになります。 

 効果というふうなことが出たわけですけれども、例えば障害者であれば、いわ

ゆる義足あるいは義手等を入れたことによって、歩行ができやすくなるとか、あ
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るいは生活におきましては、今以上の病気の進行がある程度とめられるとか、そ

ういった効果につながっているというふうなことになっております。 

 以上であります。 

 

吉村委員長 

 

 日野口委員。 

日野口和子委員 

 

 ありがとうございました。 

 平野委員とも重複しますけれども、この子たちが、そして生まれてきてよかっ

た、生きていてよかったと日々思えるように、行政側も心を尽くしていただきた

いと思います。 

 以上です。 

 

吉村委員長 

 

 次に、 山委員。 

山 忠委員  １９ページの２目の民生費の県補助金の中の老人クラブ補助金というふうな

のが１１１万４，０００円出ています。これは、どういうふうな算定のもとにこ

ういうふうな数字が出てきているのか、できれば教えていただきたい。また、使

い道が老人クラブにそのままいっているものかどうか、その辺を教えていただき

たいと思います。 

 

吉村委員長 

 

 介護福祉課長。 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 補助金の歳入の内訳でございます。老人クラブの事業というふうなことで６１

万１，９５２円、それから市町村老人クラブ連合会事業というふうなことで５０

万２，６６４円、計１１１万４，０００円を県のほうから補助をいただいており

ます。この金額につきましては、全て各連合会を初めとした各町内会の老人クラ

ブのほうに支出、町の部分も上乗せして総事業費の３分の２が補助として入って

きます。残りの３分の１を上乗せした形で単位会、それから連合会のほうに補助

しているというふうなことでございます。 

 以上であります。 

 

吉村委員長 

 

 山委員。 

山 忠委員  これは、別に高齢化率とかそういうふうなものの関係での配分的なそれで来る
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 というふうなことではないわけですか。いちいち各町村に同じ金額で来ていると

いうふうに考えればいいんですか。 

 

吉村委員長 

 

 介護福祉課長。 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 歳入として県のほうから交付されるのは、まず県の予算の範囲内というふうな

ことでございまして、そして一律ということではないんですが、ある程度人数と

それらをもとにした形で補助が来るというふうなことでございます。 

 

吉村委員長 

 

 山委員。 

 

山 忠委員 

 

 では、その老人クラブに加入している人数のそれによって来るんだというふう

に考えていいんですか。 

 

吉村委員長 

 

 介護福祉課長。 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 基本的には、人数割りというふうなものも補助金の交付の算定の中に入ってお

ります。ただ、それがでは全てその人数の分が来ているのかというふうになれば、

県のほうもある程度予算というのは毎年大体固定されていると思うので、その予

算の範囲内でそれらを加味した形で交付というふうなことになっていますので、

今ここで加入者全員分なのかと言われると、ちょっと資料等ございませんので答

弁できませんが、今お話しした内容でご理解をいただきたいというふうに思いま

す。 

 

吉村委員長 

 

 山委員。 

 

山 忠委員 

 

 今老人クラブは、ちょっとなかなか老人クラブに入る人が少なくなってきてい

るというふうな状況なので、それら含めて、その老人クラブの人数によって給付

金が多くなっていくというふうなことがあるのであれば、やっぱり老人クラブの

会員をふやしていく、それを徹底してやっていくようにしたいなと、そういうふ

うに思うことからこういう質問をしました。はい、いいです。 

 

吉村委員長 

 

 ほかにございませんか。 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員  １７ページ、１４款、国庫支出金、２目、民生費国庫補助金、３節、児童福祉
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費補助金４，７８０万１，０００円、説明欄に子育て世帯臨時特例給付金給付事

業費補助金４，２５０万円、それとその下に全く同名の補助金５３０万１，００

０円、これが新規に加わったということでございますが、その中身ですね。それ

と、何でこれ全く同じ……ごめんなさい、事業費と事務費だ、でも新規ですから

やっぱり説明してもらいたいということです。 

 

吉村委員長 

 

 答弁を求めます。町民課長。 

 

町民課長 

（柏崎正光君） 

 それでは、柏﨑委員にお答えいたします。 

 国の平成２５年度一般会計補正によりまして成立した子育て世帯臨時特例給

付金についてでございますけれども、平成２６年４月から消費税が８％へ引き上

げられますけれども、子育て世帯への影響を緩和し、子育て世帯消費の下支えを

図る観点から臨時的な給付措置として行うものであります。 

 対象者でありますけれども、基準日として平成２６年１月１日における２６年

１月分の児童手当の受給者であって、その平成２５年の所得が児童手当の所得限

度額未満の方を基本としております。給付額でございますけれども、対象児童１

人につき１万円を給付いたします。 

 あと、事務費の部分につきましては、それに伴う事務費を見ております。 

 以上です。 

 

吉村委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員 

 

 よくわかりました。２６年の１月１日現在児童手当を受給している者と、何か

私も該当するような気がするんだけれども。ちなみに、それ給付対象になる世帯

というのは何世帯でございましょうか。 

 

吉村委員長 

 

 町民課長。 

町民課長 

（柏崎正光君） 

 対象人数でございますけれども、４，２５０人となっております。世帯数につ

きましては、現在手持ち資料がございませんので、後で報告したいと思います。 

 

吉村委員長  ほかに質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、第１４款から第１５款までについての質疑を終わります。 

 次に、第１６款、財産収入から第２１款、町債までについての質疑を受けます。 
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 ２３ページから３１ページです。 

 ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

吉村委員長  なしと認め、第１６款から第２１款までについての質疑を終わります。 

 以上で、歳入についての質疑を終わります。 

 次に、歳出について質疑を受けます。 

 第１款、議会費から第２款、総務費までについての質疑を受けます。 

 ３３ページから５８ページでございます。 

 質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員  それでは、２款１項、総務管理費の一般管理費のところでちょっとお伺いしま

すけれども、私は２６年度の採用職員、広報では応募の広告がありまして、その

後何名採用になったのかというふうなのが出ておりません。改めてこの応募者

数、それから受験者数、１次合格者数、採用者の氏名、採用決定時期、これにつ

いてお聞きをしたいと思います。あわせて、その臨時職員の平成２６年度の採用

予定人員、これは今まで６カ月更新というふうなことで更新していると思います

けれども、この人数もあわせてお聞かせをいただきたいと思います。 

 それから、３６ページのところですが、全員協議会で説明した予算概要を見ま

すと、１９６万９，０００円が職員研修に要する経費として講師謝礼及び委託料

というふうな形でとっておりますけれども、この２款１項１目を見ますと、どの

項目が当てはまるのかよく理解できないわけで、この部分についてまず説明をい

ただきたいのと、私は職員研修は中だけでいいのかなというふうな思いでありま

す。職員については、少なくても町外研修も取り入れて実施する考えがないのか。

私は、２年１サイクルとか３年１サイクルで職員を対象に、例えば所管の省庁を

勉強するとか、そういうふうな情報収集する、そしてまた新しい補助制度とか、

そういうふうな国の施策を先取りする、そういうふうな機会に捉えて、職員にチ

ャンスを与えるというふうなことが必要ではないかと思いますけれども、今まで

の経過を見ますと、県外に行ったというふうな部分はごくまれではないかなとい

うふうに考えております。そういうふうな意味では、この職員の研修の仕方、そ

ういうふうなものについてもぜひ説明をいただきたいと思います。 

 それから、あわせて３７ページのところで、使用料及び賃借料のところで、有

料道路の通行料３４万６，０００円予算計上していますが、これは内容的にいき

ますと、みちのくを指すのか、今の使途の範囲、そういうふうなのをひとつ説明

をいただきたいと思います。 
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 それと、その１８の備品購入費ですが、予算概要で見ますと、公用車３７７万

５，０００円の予算計上していますが、この予算概要を見ますと公用車の購入が

４０１万８，０００円で２台というふうな説明になっていますが、これはこれで

いいというふうな形か、ちょっと予算概要には台数が２台と書いてありますの

で、この数字の違いを説明をいただきたいと思います。 

 それから、次の３８ページの文書広報費ですが、広報については予算的にほぼ

同じような形で概要の説明があります。私は、この広報の配布の内訳を担当者の

ほうに確認したら、町内会そして各団体はいっていないんだけれども、ごく限ら

れたところにしか配布になっていません。町内会に加入していない世帯もあり、

公民館とか分庁舎、そういうふうなところにはありますけれども、私は三沢の各

施設、そしてまた温泉に行っても広報が備えてあるわけです。私は町のＰＲ、そ

ういうふうなものも兼ねているわけですから、もっと広く町内にも配布する、そ

してまた町の施策をアピールする場として配布先、例えばＪＡ、それから和の湯

とか、ゆーらくえんもあります、それからジャスコでもいいでしょう、やはりそ

ういうふうなＰＲをしながら、町のいろいろなニュースを発送するというふうな

考えがないか、この部分についてもお聞かせをいただきたいと思います。 

 それから、４０ページですが、この公共施設整備積立金、予算で１億２，００

４万２，０００円盛ってあります。先ほどの説明ですと、この施設整備計画に充

てるというふうなことですが、これはいつ施設整備の計画があるのか、ここのと

ころをよくわかりませんので説明をお願いしたいと思います。 

 それと、あわせて４２ページの財政調整基金４７９万円積み立てがあります。

収入で財政調整基金を取り崩して、また総務費で財政調整基金を積み立てする。

ちょっとここのところが、積み立てしてこっちの歳出に持ってきたら、またそこ

に戻るのではないですか。この辺がちょっとわかりませんので説明をお願いした

いと思います。 

 それから、続いて４３ページの企画総務費ですが、この行政推進委員５７人分

とあります。説明ですと、１世帯１，０００円かけるというふうにありますが、

この世帯の把握というのはどういうふうな形でやっていますか。町の役場で確認

していますか、それとも町内会からの申告によるものですか。このところを説明

いただきたいと思います。 

 それから、４５ページになりますけれども、町活性化対策で、概要ですと地域

域学連携とあります。１７２万６，０００円概要で説明されていますけれども、

この部分については、どの部分がどういうふうな形で１７２万円になっているの

か、報償費、旅費だけでも１９７万２，０００円になっているのに、この概要の

説明とちょっと食い違いがあるなというふうに感じますので、説明をいただきた
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いと思います。 

 それから、４６ページの電気自動車用電源設備工事費が４６１万３，０００円

とあります。これはどこに工事をして設置をするのか、その場所と何台が充電で

きるのか、この部分中身を説明いただきたいと思います。 

 それから、４９ページになりますけれども、ここでは定住促進対策費が新たに

予算とられましたけれども、一般質問で私が提案しました、町内に既に住んでい

る子育ての子供がある世帯の１人、２人、３人、その世帯でさらに２子、３子か

ら４子、そういうふうなものに対する助成措置の考えをお聞きしましたが、今後

そういうふうなものの取り入れをして助成する考えがあるかどうか、いま一度こ

の予算の中で確認をさせていただきます。 

 以上でございます。 

 

吉村委員長 

 

 総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 それでは、平野委員にお答えをいたします。 

 項目が非常に多岐にわたって多いですので、説明等で漏れありましたらご指摘

いただければと思います。 

 まず、最初に２６年度の職員採用、人数と１次、２次の合格者、それからその

氏名ということでございますが、採用人員は上級４名、中級２名の６名です。採

用試験の状況ですが、上級につきましては応募者３１名、１次合格が９名、それ

らか中級につきましては、応募者９名で１次合格４名と、それから初級について

は応募者１０名につき１次合格が１名と、最終的に上級４名、中級２名という形

で採用が決定されて、４月１日から登庁するということになっております。 

 それから、採用者の名前についてですが、名前についてはただいま手持ち資料

を持ってきておりませんので、後刻ご報告させていただきたいと思います。 

 それから、臨時職員については、採用が一般事務補助が２７名、それから児童

厚生員とか介護認定調査員等の資格前提のものが１４名、それから病院の看護師

が１２名ということになっております。済みません、病院の看護師については１

０名になっております。 

 それから、職員研修の部分でございますが、職員研修につきましては、一般管

理費の中の謝礼金の中に域学連携塾というものを設置しておりますので、その講

師の謝礼金１２万円ほど、それから９節の特別旅費の中に９７万８，０００円が

県自治研修所等に行く際の旅費と、それに職員研修にかかわる消耗品、それから

食糧費、それから独自研修の委託、それから講習会等の負担金等自主研修の助成

金ということで、合わせて概要のほうでは１９６万９，０００円ということにな
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っております。 

 それから、文書広報費の広報紙の配布の件ですが、これについては現在委員ご

指摘のように、行政推進委員を通して各町内のほうに配布をしているということ

でございますが、そのほかに町内の主要公共施設には広報紙を配布して、そちら

でも広報紙等はもらえるようにはしておりますが、委員ご指摘のような形で、町

内の各民間の施設、特に人が集まるような施設については、現在のところ確かに

やっておりません。これについては、内部でも検討をしておりまして、どういう

目的で、委員がご指摘のような町をもっとＰＲすることも必要ではないかという

ことも踏まえまして、新年度において対象施設等を定めて配布する方向で内部で

は検討しておりますが、そのあたりのところについては、いま少し検討の時間を

いただければと思います。 

 それから、職員研修のところでもう一つありまして、県外等の研修の件でござ

いますが、確かに県外に出張すると、アカデミーとか国際文化研修所は別ですけ

れども、委員ご指摘のような形での研修というのは従来やられておりませんでし

た。ただ、自主研修の助成ということで、本人が見聞を広めるために必要なもの

については、県外についても助成をした例もございますし、行ったケースもあり

ますので、さらにそれについて先進的な施策、あるいは国の動向等を把握するた

めの研修をということですが、ご指摘のようなニーズも確かにあろうかと思いま

すので、これについては検討をさせていただきたいと思います。 

 それから、活性化対策費のほうの域学連携でございますが、域学連携につきま

しては、それぞれの経費、４５ページでいえば報償金の中の講師の報償金、それ

から旅費の費用弁償の一部、それから普通旅費の一部、消耗品の一部等々に分か

れておりまして、それらを足し上げますと事業概要の額になろうかと思います

が、その主な部分は、今年度の場合は首都大学東京と連携をいたしまして、テー

マを設定して、そのテーマに応じて現地調査を実施して、最終的にはまとめをし

て発表をすると、それと職員で組織します域学連携塾というものと共同研究の形

をとって、ワークショップ等を開催して実施をしたということでございます。 

 新年度におきましても、学生１０名程度を域学連携のパートナーということで

お願いをして、新たなテーマ設定をして実施するということで考えております。 

 以上でございます。 

 

吉村委員長  行政管財課長。 

 

行政管財課長 

（田中富栄君） 

 それでは、平野委員にお答えをいたします。 

 私のところは、３７ページの１４節の有料道路通行料のところでしたけれど
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も、これは特別職または職員が青森に出張する際、みちのく有料道路を使うこと

になりますので、使うときのためのみちのく有料道路共通回数券を購入するため

の費用と、あわせて高速道路使用料ということで、町長が高速道路を使った場合

等の５万円ということで積算をしております。 

 それから、１８節、備品購入費の機械器具費の公用車３７７万５，０００円と、

一般会計の主な事業で計上しています４０１万８，０００円の違いはということ

でありますが、車の購入ということで３７７万５，０００円、それにかかわる経

費といたしまして、登録手数料が９万１，０００円、自賠責が７万８，０００円、

自動車重量税が７万４，０００円ということで、それぞれ個々の項目に割り振り

されておりますので、それらを含めると４０１万８，０００円というふうな内容

であります。 

 以上であります。 

 

吉村委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 私のほうは、４３ページの一番上になりますが、行政推進委員報酬の分につい

てお答え申し上げます。 

 この報酬につきましては、実配布世帯を行政推進委員の方々から申告をしてい

ただき、配布世帯掛ける１，０００円ということでお支払いをしているという内

容でございます。 

 

吉村委員長  企画財政課長。 

 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 私のほうからは、４２ページの積立金の関係でありますけれども、財政調整基

金積立金４７９万円の内容なんですが、これについては有価証券等の配当金と、

それぞれの財調の基金の利息を１６の財産収入で受けておりますので、それを財

調に積むというふうなことであります。 

 それから、４６ページの電気自動車用電源設備工事費なんですが、県が整備を

進めております電気自動車のインフラ環境を整備するために、国の外郭団体のほ

うから３分の２の補助を受けて実施する事業なんですが、ことしは役場本庁舎玄

関脇に急速充電器１台を設置する予定であります。車は、公用車として電気自動

車を１台借り上げる予定であります。 

 それから、４９ページ、定住の関係なんですけれども、今後この２地区に対し

て３人目以降助成をする考えはないのかというふうな、再度また質問でありまし

たが、現時点ではきのうのきょうでありますので、何も進展はございません。考
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えておりませんということであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

吉村委員長  答弁はよろしいですか。 

 ここで、お昼になりましたので休憩を入れたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。午後１時３０分まで休憩といたします。 

 （休憩 午後 ０時０１分） 

山副委員長  吉村委員長は、所用のため午後は欠席となります。よって、 山が委員長を交

代いたします。よろしくお願いいたします。 

 それでは、休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

山副委員長 

 

（再開 午後 １時３０分） 

山副委員長  午前中の質疑の中で答弁を保留していた部分がありましたので、答弁をさせま

す。 

 総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 

 それでは、私のほうから答弁を保留していた部分と、１点訂正がございますの

でお時間を頂戴いたします。 

 臨時職員の採用のところで、児童厚生員等というところで、１３名もしくは１

４名と申し上げたかと思いますが、正確には１０名ということでございますので

訂正させていただきます。 

 それから、職員採用者の氏名ということでございますが、採用者につきまして

は、採用内定通知を本人には出しているところでございますが、まだ公には公表

されていない時点でございますので、名前のここでの答弁は差し控えさせていた

だきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  では、引き続き平野委員、お願いします。 

 

平野敏彦委員 

 

 今総務課長から説明がありましたけれども、氏名の公表を差し控えるというこ

とですが、何で内定通知だけで、だからというふうな意味なのか、今までは私が

質問したように、公募をしてちゃんとおいらせ広報に載せて、試験日そういうふ

うな一連のスケジュールを示しているわけで、その中で試験結果が出る、町長が

決裁しているわけでしょう。トータルで５０名あって、１次合格を１４名にして

６名の人に採用通知を出しているわけですよ。名前が公表できないというのは私
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はちょっと、今までは少なくとも庁議で各課に、課長にちゃんと公表してあった

というふうに記憶していますけれども、何でできないのか、ここのところが私は

理解できません。もう既に入った、合格したというふうな声が聞こえている人も

ありますよ。私が聞いたら、うちの親戚の関係の者が採用になったそうだという

ふうな話も聞いている。名前がわかっているわけです、しゃべっているから。何

でこういうふうな場で、きのうも髙坂委員が言っているように、議員はいろいろ

な形で聞かれたときに全然知りませんでは、ほかの人がその情報が伝わってい

る、本当にこれで私はいいのかなというふうな思いがします。なぜ、まず基本的

に町の法律だってできた、つくった自治基本条例からいったら、議会だって行政

だって一体となってという話をしているわけですから、自分たちが都合のいいの

は言ってきて、こういうふうなのは公表しない。何で自治基本条例に対しても矛

盾するのではないですか。私はちゃんと公表するべきだと思います。もう１回お

願いします。 

 

山副委員長 

 

 答弁願います。総務課長。 

総務課長 

（松林由範君） 

 

 公表できない根拠ということでございますが、個人情報の保護条例に基づきと

いうことでございます。試験を実施する際には、当然受験者の住所、氏名、年齢

等々の情報が町のほうに出願されて、それをもとに事務を進めるわけですけれど

も、それはあくまでも採用試験を実施するために収集をした情報ということでご

ざいますので、それがいわゆる任命行為、その前段としての異動人事の内示で公

表されるまでは、本人の個人の情報ということで扱うことが適切かなというふう

に考えておりまして、そのような根拠に基づいて現時点では公表すべきではない

のかなというふうに解釈している次第でございます。 

 以上です。 

 

山副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 私は、だから町長の思いと、そういうふうな課長の差というのは本当にあるな

と。私は、町長は公表してもいいというふうに思っていると思いますよ。では、

いつ公表するんですか、４月１日ですか。今成田町長のもとで、募集をして試験

をやって合否の内定通知を出しているわけでしょう。ちゃんと責任持って最後、

私が採用を予定したのはこの人ですよという公表をしてもいいのではないです

か。何でできないのか。この個人的な個人情報とかと言いますけれども、いろい

ろな意味でこの情報を盾に逃げているのではないですか。私が災害関係でも弱者
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の名簿を出せというと個人情報とかと言う、自治基本条例ではみんな住民も議会

も行政も一体となってという話をしていながら、片方ではそういうふうな情報を

一切出さない、協力はしてください、そういうふうな理解はできますか。総務課

長は自治基本条例の根幹、そういうふうなのはわかっているわけでしょう。いつ

ではこの公表をするんですか。 

 

山副委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 

 公表につきましては、人事異動の内示をした時点において、その内示の内容に

ついてはマスコミ等にも情報を提供しておりますので、それをもって公表という

ことになろうかと思います。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 平野委員。 

平野敏彦委員 

 

 その人事の内示は何月何日になりますか。 

山副委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 今の予定ですと、３月２６日の予定で作業を進めているところでございます。 

山副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 そうすると、３月２６日予定というふうなことになりますと、町長の任期が切

りかわったというふうな形、２５日まで任期ではなかったかなと記憶しています

けれども、その新町長で内示をするというふうなことになろうかと思いますが、

そういうふうなことでいいですか。 

 

山副委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 はい、そのようなご理解でよろしいかと思います。 

山副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  そうすれば、２６日、きょうは１３日ですよ、何日の差がありますか。それで
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 個人情報の侵害になりますか。これはマスコミにも出るというふうなことで言っ

ているわけですから、では議会に前もって情報提供してもいいのではないです

か。いろいろな意味で、この新聞とか災害とかそういうふうなのだって、議会に

出ていなくても新聞で公表しているわけでしょう。なぜそういうふうなのが議会

に対して距離をとるのか。本当にこれでいいと思いますか。 

 

山副委員長  副町長。 

 

副町長 

（西舘芳信君） 

 最終的な判断をした私からお答えさせていただきます。 

 あくまでも議会との距離をとるとかそういうことではありません。個人情報

を、その人のためのことを本当に思って判断しているということです。これにつ

いては、では法的な根拠は何かというと、それがぴたっとくるのは何もないかと

思いますけれども、いろいろな、例えば個人情報の保護に関する法律では、基本

理念はこうですよ、あるいは地方公共団体としてはこうしなさいということで、

理念だとかそういう情報の運用を適正に慎重にというふうなことが語られてい

ます。そういうふうな精神からしますと、例えば私が試験を受ける、私が試験を

受けるということは、どこを受けたかということについては私にとっては最高の

秘密ですよね、ほかの人に知ってもらいたくない。私が合格して発表されていた

ら、これはいいのだけれども、不合格だとか、受かったということでさえ、例え

ば滑りどめで俺は受けたんだと、それさえ本当は知られたくない。でもそれが一

方的に世の中に発表されてしまったというふうなことで、自分の気持ちとは違っ

てしまったものになるし、１３日間という時間は私どもにとっては結構な時間で

ありまして、それは注意して適正に運用するという時間の立派な長さだというふ

うに思っております。 

 以上です。 

 

山副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 私は、今副町長が言いましたけれども、採用の内定通知を出して、本人から確

認しているわけでしょう、役場に採用されます、いいですというふうなことで総

務課長は確認をとっていませんか。 

 

山副委員長  総務課長。 

 

総務課長  お答えいたします。 
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（松林由範君）  本人から内定通知に対して採用に応じるという確認はとっております。 

 以上です。 

 

山副委員長  副町長。 

 

副町長 

（西舘芳信君） 

 採用の内定通知ですよ。内定と公式のアナウンスメントがあって合格するとい

う、行政的な行為が完結するのとは全然違いますよ、天と地の差です。そういう

ふうにちゃんと一定の形式、要求されるこちらの手続等がちゃんと終わらないの

にうちの子供が合格した、あるいは親戚が合格したということは、あくまでも私

たちの公式な見解とは全然違うものですから、それはそれでいいのではないです

か。 

 以上です。 

 

山副委員長  平野委員。 

 

平野敏彦委員  私と副町長と認識の違いもあるかもわからないけれども、実際に今私の聞いた

のは、本人に採用の通知を出して、本人から役場に採用、就職しますよというふ

うなことで同意書はいただいていますかと、総務課長がもらっているということ

でしょう。本人がもう就職するという意思を示しているわけです。だったら別に

いいのではないですか、公表しても。それがあるから、いろいろな形で情報が伝

わっているわけです。本人が丸っきり、今言ったような二足のわらじをかけてい

るとか、そういうふうなのだったら、何も別に就職しますとか出さないわけでし

ょう。何を言っているか私は意味がわかりません。やっぱり行政ですから、ちゃ

んとそれだけのやったものはそれなりに公表して、今では合格している６人の気

持ちを考えてみなさいよ。２６日まで、ずっと前に合格して内定通知をもらって

いるのに、公表したらその意欲なりそういうふうな仕事に励む、そういうふうな

気持ちの整理がつくわけでしょう。丸っきり私はそういうふうな意味では新採用

の職員になる気持ち、そういうふうなのを酌んでいないのではないですか、私は

そう思いますよ。幾らしゃべってもだめだから、もう私は終わりますけれども、

そういうふうな形で事務処理がされるというのは非常に残念です。町長も、最後

こういうふうな形で終えるというのも心残りだと思いますし、心にかかると思い

ますが、町長、私が言っているのは間違っているなら、それで何も別に気にしま

せんから、一言コメントをいただきたいと思います。 

 

山副委員長  町長。 
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町長 

（成田 隆君） 

 私も就任以来、公正公平、情報公開は徹底してやろうということでありました

けれども、やはり事務の専門家たちが法に差し障りがあるというふうなコメント

をさっきから出しているんですね。そうなのかなという思いでありますので、こ

れ以上は私も発言は控えますけれども、情報公開は徹底してやってきたつもりで

すけれども、そういう部分では法律というのは難しいものだなという気がしてお

りますので、ご理解いただきたいと思います。 

 

山副委員長  よろしいですか。では髙坂委員。 

 

髙坂隆雄委員  ２点についてお尋ねをします。 

 まず、１つですが、４５ページ、２款、総務費、２項、企画費、町活性化対策

費の目、ここで需用費の中の光熱水費が２，１８５万６，０００円とあります。

これで正しいのかお尋ねをします。 

 もう１点は、戻りまして３４ページ、２款、総務費の一般管理費のところです

が、先ほど平野委員が質問して答弁があったところを私が聞き逃した点がありま

すので、再度お尋ねをします。 

 上級職で４名の採用、中級職で２名の採用ということでした。そこで、重複し

ますが、応募者が何人で、１次試験の結果合格者が何名だったのかをまずお尋ね

します。 

 

山副委員長 

 

 答弁願います。まちづくり防災課長。 

まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 髙坂委員に回答いたします。 

 ４５ページの光熱水費２，１８５万６，０００円、この数字は正しい計上かと

いうご質問と受け取りました。先般の補正の関係で、多分疑念が出てこの質問に

至ったと思っての回答もあわせて行いたいと思いますが、まず基本的に、この光

熱水費２，１００万円の数字の根拠ですけれども、街灯電気料が主なものでござ

いまして、コミュニティー施設の電気料、水道料、下水道料が総額の数字になり

ます。もう一つ、中身が電気料、街灯料につきましては、この数字では総額は出

ていますけれども、街灯電気料につきましては、値上げ前の２４年度の実績の数

字ではじき出しているということでございますので、総合的に考えて数字が正し

いかと言われれば、私どものほうの積算では値上げ幅が２４年度の分には反映さ

れておりませんので、電気料については過不足が出るというふうな見込みでおる

ところでございます。 
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 以上です。 

 

山副委員長 

 

 総務課長。 

総務課長 

（松林由範君） 

 

 髙坂委員にお答えをいたします。 

 上級職、応募者３１名で、１次の合格は９名、２次の合格は４名ということで

ございます。それから、中級職は、応募者９名、１次の合格は４名、２次の合格

は２名でございます。初級職、これは中級と同時に実施しておりますが、応募者

１０名で、１次合格が１名で、２次合格はありませんでした。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 髙坂委員。 

髙坂隆雄委員 

 

 まず、光熱費のところです、４５ページ。担当課長は、今後過不足があるかも

しれない。当然１，０００円であれ５万円であれ、増減があれば過不足があると

いう答えにはなるんですが、今は新年度の予算を審議しているわけでして、きの

うの７号補正予算では、７５０万円をこの時期に計上したんです。理由を問うた

ら、街灯の電気料の値上げの分だと。ということは、新年度予算だってそれに近

い金額が上乗せになってよろしいのではないのでしょうか。ちなみに、昨年の光

熱水費の当初予算が２，１７９万７，０００円、きのうは７５０万円増額しまし

たので、合わせて、途中の補正がなければですけれども、２５年度の当初予算と

きのうの７５０万円を足すと２，９２９万７，０００円、２，９３０万円に近い

ということです。ところが、今の新年度の予算では２，１８５万６，０００円。

光熱水費、電気料からもしかするとガス代、水道料とかいろいろなものがあると

思うんですが、そんなに急激に上がったり下がったりしないわけですから、やっ

ぱり計上の仕方が私はちょっと疑問だなと思います。見解をもう一度お尋ねをし

たいと思います。 

 それから、採用者のところにつきましては、１次終わり、２次終わり、内定通

知は何月何日の発送だったのかお尋ねします。 

 

山副委員長 

 

 まちづくり防災課長。 

まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 まず、お答えをいたします。 

 ２６年度の当初予算の精査をご指摘いただきましたけれども、議員お見込みの

とおりでございまして、結論からいきますと精査不足でございました。もう一つ
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に、２６年度から道路管理街灯、いわゆる道路に付随した形の街灯が６７基ほど

あるんですが、それを地域整備課のほうに移管して管理していただくという形が

ございました。それらは分母から少なくはなるんですけれども、その要因の一つ

でもあるんですが、そんな数字では、今の数字では説明がつかないと思います。

それらも含めて、６７基移管それから２５年度の値上げ分を含まなかったという

ことと合わせて、精査不足がこの数字に至ったということでご理解をいただきた

いと思います。 

 

山副委員長 

 

 総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 お答えいたします。 

 内定通知は、２５年１２月の下旬に出しております。ちょっと今手元にその通

知がございませんので、日にちまでは明確にはお答えできませんが、１２月の下

旬ごろだったというふうに記憶しております。 

 以上です。 

 

山副委員長 

 

 髙坂委員。 

髙坂隆雄委員  私が質問しても、多分回答は先ほどと同じかもしれませんが、採用者上級者４

名と中級者２名の実名の公表をお願いします。 

 

山副委員長 

 

 総務課長。 

総務課長 

（松林由範君） 

 

 お答えをいたします。 

 先ほど平野委員に答弁したとおり、個人情報にかかわるというものでございま

すので、答弁は控えさせていただきます。 

 

山副委員長 

 

 髙坂委員。 

髙坂隆雄委員 

 

 他の職場とか他の機関にどなたかが応募し、採用になって内定通知をいただい

て、そういったのは当然町として知っていても公表できないというのはわかるん

ですけれども、おいらせ町の職員になる方が応募してきて採用の内定通知を出し

て、２６日には内示も発表されるということですが、それまで議会に対しては実

名は明かせないという、それが個人情報の一つの目的であるという見解でしょう

か。 
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山副委員長 

 

 総務課長。 

総務課長 

（松林由範君） 

 はい、そのように考えております。 

 

山副委員長 

 

 よろしいですか。 

 はい、沼端委員。 

 

沼端 務委員  ４５ページ、三沢百石バス路線維持費補助金のまず２１７万円の根拠、それと

次のページ、ハートピア助成金４８０万円、これの補助団体数、またほとんどが

多分町内会が中心なのかなという部分では思っているんですけれども、もし町内

会以外の団体がありましたら、教えられる部分で。あと、たしかこの補助金、記

憶によりますと環境整備の部分と町活性化のほうの２本ぐらいの分類で、上限２

０万円ぐらいだったのかな、あと２年、５年の期限つきだったかなという記憶が

あるんですが、そこの確認です。 

 

山副委員長 

 

 企画財政課長。 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 それでは、お答えいたします。 

 三沢百石バス路線維持費補助金２１７万円の根拠ですけれども、十鉄で営業し

ている路線バス、三沢百石線なんですけれども、これについては平成１９年１０

月１日にダイヤ改正があった際に、八戸から三沢の直通がなくなりまして、百石、

たしか当時の営業所だったと思いますけれども、そこで終わっているというふう

な状況なんですが、その交通手段として利用している乗車する人数が極端に減っ

ておりまして、その分を六戸それから三沢、当町とで案分して、その補塡をして

いるというふうな金額でございます。その補塡する率なんですけれども、５５９

万円に対して３８．８１％、この分が当町の持ち分、補填分ということになりま

す。 

 以上です。 

 

山副委員長  まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 それでは、４６ページ下のほうのハートピア助成金についてお答えいたしま

す。 

 まず、この事業の内容でございますが、まちづくり事業、大きく２つに分かれ
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ます。まちづくり事業、それから町内会加入促進事業ということで、この２つに

対して先ほど議員がおっしゃったお見込みのとおり、上限が２０万円でまちづく

りのほうの最長は３年、それから加入促進のほうは最長５年という形で、多少制

限がありますが支援させていただいております。 

 実績の内容につきましては、今現在ここにあるのは３７町内会ということでつ

かまえていますけれども、町内会以外の団体ということでは、今ちょっと数字は

出せませんが、基本的にまちづくりの団体を認定している数が、参考までに６６

あります。その中に町内会が３７、子ども会、老人会が１０、その他が１８、連

合町内会１ということで、この数字はお知らせはいたしていきたいのですけれど

も、そういう内容でハートピア助成金を支援させていただいております。 

 

山副委員長  沼端委員。 

 

沼端 務委員 

 

 まず、４５ページの三沢百石線のバスですけれども、大体町民バスの形態と同

じで、乗車率という部分での各町村での負担という想像のあれでした。それと、

もう一つ私が言いたいのは、今車社会の中で、しかしこのバスでの利用をする人

は必ずいるわけですよね。その部分で、やっぱりその路線の通る道とか、その時

間帯、路線数という部分は、十鉄さんだけが組むのではなく、ある程度町でも町

民の方々の意見を聞いて、そういうダイヤ改正というやつ、今聞くと１９年にや

ってからしばらくないような、ずっと利用者がないままに黙って努力していない

というか、そういう部分では地元地域の自治体との連携をうまくとりながら、利

用する方の意見をどこで吸収してどういうふうに反映したらいいのかなという

部分では、やっぱり町のほうもかかわって利用者をふやす、そういう話ができる

場があるのかなという部分が１点です。 

 それと、もう一つは、これは次のほうのハートピアのやつ、団体そのものはわ

かっています。これは年１回の締め切りで、私もうちの町内でも使いたいなと思

って今聞いているんですけれども、４月１８日がたしか申し込みの期限だったよ

うな記憶があるんですけれども、まだ間に合うのかなという１点と、この４８０

万円というのは、その団体に上限の２０万円で大体その継続のあれで来ていると

いう部分だろうなと思いながら、仮に新しい今の４月１８日のあっても対応はす

るのかという点を確認です。 

 

山副委員長 

 

 企画財政課長。 

企画財政課長  ただいま事業者、十鉄さんと意見交換がされて、町民の声が十分に反映された
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（小向仁生君） 時間帯での運行、そういうのに努めていただきたいという要望だったというふう

に思っております。それにつきましては、定期的ではございませんけれども、十

鉄さんのほうと連絡は取り合っております。ただ、それはあくまでも通学、通勤

の時間帯ですとか、それから青い森鉄道のダイヤ改正に伴って変更があった場合

に、うまく接続できるような形での運行を心がけているというふうなことであり

ます。ただ、町民が不便を感じているかどうかということに関しての、町として

その声を吸い上げる場というのは今までもなかったことでありますので、それに

ついては今後町内会を通じてとか、いろいろな形でできるものなのか検討してみ

たいというふうに思っております。 

 

山副委員長 

 

 まちづくり防災課長。 

 

まちづくり防災課長 

（中野重男君） 

 それでは、４６ページ、ハートピア助成金についてお答えをいたします。 

 申請期間は、あくまでも１２月末ということで皆様にご案内を差し上げている

ところでございますが、今締め切った段階の精査はまだ私のほうは報告を受けて

いませんけれども、もし内容によって支援できる内容であれば、間に合うようで

あればまたご相談させていただきたいと思いますので、後ほど当課のほうにご足

労いただければと思います。 

 

山副委員長  沼端委員。 

 

沼端 務委員 

 

 まず、バスのほうです。そういう部分で努力してもらえる部分では、大変あり

がたいと思います。それに一つつけ加えて、時間帯もあれなんですけれども、行

く方向というか、ある程度今隣接、三沢さんの市民病院等もありますし、そうい

う目的地も考えた要望というか、そういう利用者の方もやっぱりありかなと思っ

ています。ここはやっぱり環境的には、おいらせ町は一川目、二川目の部分でも、

八戸の例えば大きい病院に行くよりは三沢の大きい病院に行ったほうがいいと

いう部分では、私も大分今何十年とバスに乗っていないものですから、どういう

ところを走っているのか、いまだに三沢線というのは昔の３３８号線のほう、何

もないところを走っていっているのかなという部分で、これを言ったのは、ある

意味この間あたりもいろいろ選挙運動する中では、そういう町民の声もあったも

のですから、そういう部分で町はどういうふうに携わっているのかなという意味

でしたので、もしそういうふうに話ができるのであれば、そういうところまで加

味して十鉄さんとの協議を進めてもらいたいと思います。 

 あと、ハートピアのほうです。１２月末という期日だったということは、私の
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４月１８日は広告か何か違うものを見て思っていたのかなと思っていましたの

で、後でまた課のほうに相談しに行きますのでよろしくお願いします。 

 以上です。答弁はいいです。 

 

山副委員長  柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員  ３６ページ、３７ページ、この２ページにわたって本庁舎の太陽光発電の予算

が載ってありますけれども、これは３７ページの本庁舎屋上防水改修工事費と

か、それから工事請負費の上段のほうに庁舎等の修繕工事費とか、これすべて関

連するものなのか。そして、太陽光発電を実際に設置をし、発電できるようにな

った場合は売電をするものなのか、庁舎で使うものなのか、それと蓄電機能とい

うものは有しているのかどうか、それと耐用年数はいかほど見ておられるのか。 

 あと２点ばかり。４９ページの総務費の企画費のところですが、負担金、補助

及び交付金のところでおいらせ町婚活イベント事業実行委員会補助金となって

いるわけですけれども、初めて聞くような事業でございますので、これはどのよ

うな事業を展開していくものなのか。委員会ですから、何名かの方が委員になら

れるかとは思うんですが、どのような方々を想定しているのか。 

 それと、もう１つは、先ほど来職員採用の件についてさまざまご質問が出てお

りますけれども、６名の方が採用の内定が出ているということでございますが、

氏名の公表は個人情報保護法の関係でもって公表できないということでござい

ますが、では氏名ではなくて採用者６名の方の性別並びに６名の方の所属するお

住まいになっている町内会名、これは個人情報保護法に引っかかるかどうかわか

りませんが、それだけでもちょっと関心があるものですからお教えいただければ

と、そのように思います。 

 

山副委員長  答弁願います。行政管財課長。 

 

行政管財課長 

（田中富栄君） 

 柏﨑委員にお答えをいたします。 

 ３７ページの本庁舎太陽光発電整備工事費等に絡むご質問でありますが、今回

本庁舎の屋上に太陽光発電を設置したいということで予算計上をしております。

発電量は約２０キロワット、そして売電は考えておりません。蓄電池については、

約５．５キロワットの蓄電池を擁する予定であります。 

 それから、太陽光発電の耐用年数というふうなことですけれども、通常民間で

も家庭でも売電、買い取り制度がありますけれども、約２０年保証をしておりま

すので、それぐらいはもつのかなというふうに考えております。 
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 それから、３７ページの庁舎等修繕工事と絡むのかというお話でしたけれど

も、庁舎修繕工事は本庁舎、分庁舎の諸般修理、または駐車場の白線引き等での

ことですので、太陽光発電とは別であります。 

 それから、防水改修工事につきましては、今の太陽光発電を設置する屋上に、

太陽光発電を設置するのとあわせて防水工事も実施したいということで予算計

上させていただいております。 

 以上であります。 

 

山副委員長 

 

 企画財政課長。 

企画財政課長 

（小向仁生君） 

 私からは、４９ページ、おいらせ町婚活イベント事業実行委員会補助金の内容

についてをご説明いたします。 

 おいらせ町の青年団体が主となって、定住や少子高齢化問題に取り組むべき事

業として婚活事業を実施するということであります。この構成団体なんですけれ

ども、おいらせ町の青年団とおいらせ町商工会青年部が一緒になって行うもので

あります。平成２６年度は、１回から２回の婚活パーティーを行う予定でありま

す。実は、今年度もこの仕掛けを行っておりました。ただ、一般会計からの補助

はなく、地域振興協議会のほうから補助をいただいて、実はこの実行委員会が主

となって、イオンモールで実施しております。その際は、男女５０名の募集のと

ころに男性が５９名、女性が５１名参加して、カップルが数組できたというふう

な、そういう成果があったというふうなことを聞いております。 

 以上です。 

 

山副委員長  総務課長。 

 

総務課長 

（松林由範君） 

 お答えをいたします。 

 ５名の性別と町内会ということですが、性別については男５名、女１名になり

ます。町内会については、ちょっと町内会という形での書類の提出はしてもらっ

ていませんので、字名のみ申し上げます。南下田、一川目、二川目、洗平、新助

川原、神明前、以上の６件でございます。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員 

 

 ご丁寧にありがとうございます。採用者の性別及びその字名については承知い

たしました。婚活のほうも、もう既に成果があらわれているということでござい
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ますので、今後非常に楽しみになってまいりました。できれば、範囲はどれぐら

いなのかというふうなことも聞きたかったんですが、もうそれはいいです。納得

しました。 

 あと、本庁舎の売電は行わないと、耐用年数が２０年ぐらいではないかという

ことなものですから、さきに庁舎移転検討会とか審議会とか何かあったような気

がしますけれども、本庁舎の移転候補地が何カ所か新聞報道されておりまして、

分庁舎の耐震補強工事も完成をし、１０年間は大丈夫だろうというふうなことで

ございますので、しばらくはそのような話は出ないのではないかと、そうは思っ

ております。そこへきて、さらにまた太陽光発電を本庁舎でもって屋上に設置す

るということなので、今後２０年ぐらいは話が出ないのではないかなと、そうい

うふうな気もいたしておるわけでございますが、庁舎移転との絡みについては、

当局はどのように考えていらっしゃいますか。 

 

山副委員長 

 

 行政管財課長。 

行政管財課長 

（田中富栄君） 

 庁舎につきましては、昨年７月に庁舎検討委員会が町長に答申をいたしまし

た。その中で、庁舎のあるべき基本方針、または建設場所等についても４つの候

補地を出しながら、その中でも最も適地というふうなことで、イオンモール下田

から下田公園に向かう道路までの間の国道４５号線の北側周辺が候補地として

いいだろうというふうなことで答申をされてきました。それを受けて、町のほう

でもその土地が現在市街化調整区域となっておりまして、庁舎を建設できない場

所と、現行の法律では庁舎が建てられない場所になっておりますので、その規制

解除をする手だて、または地区計画等で建てられることなのかというふうなこと

で、県のほうとも協議を進めてきているところであります。今後もそれらについ

ては、その都市計画の部分と協議を進めながら、位置等についても今後も検討し

ていきたいなと思っております。基本的には、議会の分庁舎耐震特別委員会の中

でも答申がありましたように、統合庁舎ということが出されていましたし、検討

委員会の中でもそういう統合庁舎というふうなことが出されておりますので、そ

の方向に向かって今後とも検討を進めていきたいなというふうに思っておりま

す。 

 以上であります。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員  検討委員会で示された移転候補地は、市街化調整区域につき庁舎を建設できな
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 いというふうな非常に厳しいハードルが待ち構えているというふうなことでご

ざいますので、聞いて安心をいたしました。なかなか解除は難しいと思いますの

で、当面そのような話は出ないのではないかと、そう思っております。 

 以前に、担当課長に聞いたことがございます。仮に庁舎移転というものが実施

されたときに、まだ使用に耐え得るものであれば、この庁舎をその後どのように

して使うのかというふうなことを伺ったことがございますが、そうしたら、何か

の団体とかさまざまそういう人たちが使用してくれればいいのかなというふう

なことでございましたけれども、２０年も太陽光発電がもつものであれば、それ

も余計な心配になるのではないかと、私もこの世に存在していないかもしれませ

んし、ですからこの太陽光発電の設置と庁舎移転とは、全く別に考えていくとい

うことで理解してよろしいのでしょうか。 

 

山副委員長 

 

 行政管財課長。 

行政管財課長 

（田中富栄君） 

 太陽光発電につきましては、今現在は本庁舎が防災拠点にもなっております

し、先回の東日本大震災におきましても油がなかなか手に入らないというような

ことで、自家発電もというふうなこともありましたので、いろいろなことで電力

の確保の手段の一つとして太陽光発電ということで、今回県の補助金を活用して

整備を進めたいということで、今回予算計上をしております。庁舎は庁舎の検討

の中で、また今後進めていきますけれども、設置されれば今後もし庁舎が新たに

なったとしても、現在の庁舎が残って今後活用されるのであれば、その太陽光発

電もその施設の中で生きていくのかなというふうに考えております。 

 以上であります。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員 

 

 庁舎移転と今回の太陽光発電の設置というのは別に考えるというふうに私は

理解しているわけでございますが、当然庁舎が使用に耐え得るというふうなこと

が今後きちんとはっきりすれば、成田町長も今まで何でもものを大事にし、使え

るものはちゃんと使って、そして今までやってきました。ですから、私も庁舎が

使用に耐え得るものであれば、これは使うべきものだと思うし、そして一日でも

延命を図るべく、皆様がこの庁舎を愛し、きちんと手入れもし、そのようにして

一日でも延命を図るべきものではないかと思いますが、町長どうでしょうか。町

長のお考えをお聞かせください。 
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山副委員長 

 

 町長。 

町長 

（成田 隆君） 

 今急に振られまして、担当課長の答弁で済むのかなと思っておりましたけれど

も、まず建物外観は見るとおり立派ですし、また太陽光発電も今県がつけないか

ということでありまして、声かけくださってつけることに決めておりますので、

できるだけ長く使えるものは使ったほうがいいのではないのかなと思っており

ます。 

 しかしながら、また分庁、本庁ということで、不便さは恐らく職員の移動等で

相当の時間を費やしている部分もあるだろうし、町民の皆様もまたそういう部分

で行ったり来たり、１カ所で済むものを２カ所回ったという部分で時間のロス、

あるいは経済的な負担等が相当あるかなと思っております。ですから、それはそ

れとしてまた次の町長、あるいはまた来年議員の選挙もあります。次の議員の

方々も、その土地規制の解除も目指しながら、よりよいまちづくりに努力してく

だされば、その庁舎がどうなるというのは私の考えからは今は申しませんけれど

も、そういうふうにして効率を考えながら、町民生活あるいは議員の方々、そし

て職員の効率を考えながら、将来のことを考えてくだされば大変ありがたいと思

っております。 

 以上です。 

 

山副委員長  よろしいですか。質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

山副委員長  なしと認め、第１款から第２款までについての質疑を終わります。 

 休憩をいたします。２時３０分までといたします。 

 （休憩 午後 ２時２０分） 

山副委員長  休憩前に引き続き、会議を再開します。 

 （再開 午後 ２時３２分） 

山副委員長 

 

 次に、第３款、民生費から第４款、衛生費までについての質疑を受けます。 

 ５８ページから７９ページです。 

 松林委員。 

 

松林義光委員  ６３ページの敬老会の開催委託料３００万円余り見ていますけれども、これは

何町内会なのか、去年よりふえているのかどうか。きのう３番委員の質問に、委

託料が余ったと、町内会でも持ち出ししているということで、だったらもっと委

託料を増額してくれというふうな話があったんですけれども、私の聞き違いかど

うかわからないけれども、新年度においてはふやしていくというふうに私は受け



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４８－ 

とめましたけれども、それでいいのかどうかお伺いいたします。 

 

山副委員長  答弁願います。介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 お答えをいたします。 

 まず、敬老会の開催委託料ですけれども、平成２６年度におきましては、４０

町内会３６地区の１，５００名の出席を予定した形で予算を計上しております。 

 それで、今年度までは参加者１人１，４００円とかいろいろな細かい積算のも

とに経費を支出していましたけれども、２６年度においては、これまでの計算を

改めまして、１人３，０００円、最低でも１０人くらいでやっても３万円、あと

は１０人を超えた部分については参加人数掛ける３，０００円というふうなこと

に改めていきたいと、そういうことによりまして、全部ではないんですが、一部

町内会においての町内会からの支出がある程度軽減されるというふうなことに

なっております。 

 以上であります。 

 

山副委員長  松林委員。 

 

松林義光委員  今年度までは委託料基本額１人１，４００円、それにプラスアルファあったん

ですけれども、今介護課長の話を聞いて、１人３，０００円とか増額しますとい

うことであります。安心しました。実は、古間木山地区でも年々参加者がふえて、

今度は公民館では収容できないと、新年度からは体育館を利用しなければならな

いという状況になっております。ということで、地区で開催すると年々参加者が

ふえるのかなと、こう思っております。現在の１，４００円でありますと、予算

申請するのにきゅうきゅう、本当に苦労に苦労をしてやってきたんですけれど

も、参加できない方にも何とか気持ちをあげたいということで、毎回実行委員会

で議論されております。こういうことで、幾らか増額することによって、参加で

きない方にも気持ちがいくのかなということでございますので、大いに歓迎しま

すので、ありがとうございました。 

 以上です。答弁は要りません。 

 

山副委員長  馬場委員。 

 

馬場正治委員  ただいまの敬老会の開催委託料についてなんですけれども、過去合併前の旧下

田町は７０歳以上が敬老会案内の対象だったと記憶しております。それが、収容
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施設の狭さ等から７５歳以上ということに年齢が繰り上がったというふうに記

憶しておりますけれども、このように各町内会、各地区に委託して収容施設の問

題が解消されたのであれば、７０歳以上ということで案内をして、補助の対象を

７０歳以上にしてもいいのではないかなと私は考えております。三田町内会で

は、過去３年ほど敬老会を受託開催しておりますけれども、三田町内会の場合は

７０歳以上の方をご案内して開催しております。しかしながら、町からの補助金

は７５歳以上の方の分しかもらえないので、７０歳から７４歳までの方について

は町内会が負担してやっているわけです。要望として申し上げておきますけれど

も、町のほうではこの対象年齢について、今後どのようなお考えを持たれるのか

お聞きしたいと思いますが、よろしくお願いします。 

 

山副委員長  介護福祉課長。 

 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 お答えいたします。 

 委員ご質問のように、現在は７５歳以上を対象とした形で実施しております。

今回のこの町内会に委託しているのも、本来であればことしからもう町の敬老会

のほうはやらないというふうなあれで進んできたようでありますけれども、まだ

全町内会のほうで受け入れができる状態にないということで、もう二、三年町の

ほうでもやっていただけないかというふうなことで、今年度も実施したわけでご

ざいます。この件に関しては、先ほど松林委員もありましたけれども、参加でき

ない方、これらの部分についても完全に町内会のほうに全部移行できる見込みを

目指して、それも幾らかの上乗せといいますか、そういったものも検討はしたい

なと思っていました。 

 そして、今馬場委員がお話した年齢の部分でございますけれども、これについ

ては、私は各町内会からそういう要望があって、ぜひともやりたいというのであ

れば、内部のほうで検討してもよろしいのではないのかなというふうに思ってお

りますので、その辺については敬老会の意向、これらを内部のほうでももう一度、

今のお話等も含めて検討させていただければなというふうに思います。 

 

山副委員長  いいですか。 

 その他質疑ございませんか。 

 柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員 

 

 ７４ページの１節、報酬のところですが、町廃棄物減量等推進員報酬（１２２

人分）１２２万円とございますけれども、前に担当課のほうから、廃棄物減量推
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進員を置くか否かということが、もう既に各町内会の会長のところに文書が通知

されておりますけれども、近いうちに返事をしなければならないことになってお

りますが、この１２２万円は、過去に推進員として委嘱をされている方全員なも

のなのか、その辺を伺います。 

 それと、７８ページの衛生費の清掃総務費の中で、１５節に工事請負費４，８

００万円、最終処分場閉鎖工事費とございますが、場所と工事内容をお聞かせく

ださい。 

 

山副委員長  環境保健課長。 

 

環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、お答えします。 

 ７４ページの町廃棄物減量等推進員報酬は、皆さんからのアンケートをもらっ

て、町のほうではもう所期の目的を終えてよろしいのかなということでアンケー

トをとったんですけれども、半分以上がまだ必要だということで、選択制にしま

した。ただ、実際まだ来ていませんので、どの程度が推薦されるのかというのが

わかりませんので、この１２２人分は昨年度と同じ人数でとっております。 

 あと、４，８００万円の最終処分場の閉鎖工事ですけれども、これは日ケ久保

にある最終処分場の工事で、内容は５０センチの土盛りと、あとは整地と、側溝

の整備をするということでございます。 

 以上です。 

 

山副委員長  柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員 

 

 ７４ページのほうの報酬に関しては、多分減量推進員の人は必要ないと、置か

ないという町内会も出るやもしれませんので、これは後で減額になると思います

が。 

 あと、この４，８００万円の最終処分場の閉鎖工事が完了した後、あの場所は

一体どうなるんでしょうか。何か考えていらっしゃるのかどうか、そのあたりを

お聞かせください。 

 

山副委員長 

 

 環境保健課長。 

環境保健課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 工事が終わった後は、２年間水の検査とガスの検査をして、異常がなければ閉

鎖できるということになります。ただ、上に重いものを建てるとか、あとは穴を



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５１－ 

掘ればだめだとか、そういう規制がありますので、緑地としてしばらくはそのま

まになるかと思っております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員 

 

 そうしますと、検査の後、異常がなければその緑地として使用するというふう

なことで理解していいのかどうか。検査の結果、異常があればどうするのですか。 

 

山副委員長 

 

 環境保健課長。 

環境保健課長 

（小向道彦君） 

 検査は、閉鎖にできるか、できないかという検査になりますので、検査に通ら

なければ、ずっと処分場はそのまま処分場として維持管理していかなければなら

ないと。検査で異常がなければ、最終処分場として閉鎖することができるという

ことになります。 

 それで、その跡地利用については、先ほど言ったようにいろいろなものができ

るということにはなりませんので、どちらにしても緑地になるのかなというふう

に思っております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員 

 

 検査の内容にもよるかと思いますけれども、例えばダイオキシンの発生とかそ

ういった細かい検査の項目があって、それでその検査で閉鎖できないというふう

なことになれば、これは何も手をつけられないということなのですか。もう少し、

答弁がちょっとうまくないな、もうちょっとわかりやすく適切に答えていただき

たい。何回も私はボタンを押したくない。よろしくお願いします。 

 

山副委員長 

 

 環境保健課長。 

環境保健課長 

（小向道彦君） 

 お答えいたします。 

 水の検査とガスの検査ですけれども、本当にいろいろな種類の検査をしまし

て、有害な水が出ていかないと、あとは有害なガスが出ていないと、あとはガス

の温度等も高くないと、そういうふうなことを年に２回調べまして、その上で判

断するということになります。 
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 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 よろしいですか。 

 そのほか質疑ございませんか。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 それでは、６４ページの民生費、社会福祉費の扶助費のところの老人ホーム入

所措置費４０８万円とあって、予算の概要説明ですと養護老人ホーム２名分と書

いて４１１万６，０００円とあります。２名というのはどういうふうな人が入る

のか、ちょっと理解できませんので説明をお願いしたいと思います。 

 それから、民生児童委員のところ、県からの補助金があって、町がそれに上乗

せをして補助金を出していますけれども、これは差額が幾らもないんですが、県

からの助成金を引いた、１人当たり計算してみますと幾らになりますか、民生委

員の数でいったら。私は、今の災害関連とかさまざま業務が多くなって、本当に

こういうふうな形でボランティア的な部分で解釈しても、本当にこれでいいのか

なというふうな思いがしているわけです。というのは、いろいろな形で今女の民

生委員が大分ふえてきて、なかなか地域的にひとり家庭とか老々世帯については

なかなか、女の場合は目配り、気配りがいいといえばそれまでなんですけれども、

対応が果たして大丈夫かなというふうな心配をしていますので、この２点お伺い

したいと思います。 

 

山副委員長 

 

 介護福祉課長。 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 それでは、お答えをいたします。 

 まず、民生委員の協議会の補助金のほうにお答えをいたします。 

 まず、歳出では３，３７９万４，０００円ほど見ております。歳入におきまし

ては２６８万８，０００円ということで、その差額が１１０万６，０００円、こ

の部分につきましては、町単独で補助しているというふうなことで、単純に１人

当たり計算すれば、今民生児童委員が当町に割り当てられる人数が５５名でござ

いますので、１人当たり大体２万円というふうな形にはなります。 

 そうはいいながらも、民生委員に関しては、いろいろな意味で活動がかなり多

くなっております。ですから、こういったことを考えると、民生委員は無報酬で

すよということを言いつつも、かなりの仕事の量がふえて、全国においても民生

委員のなり手といいますか欠員が生じているというふうなことで、新聞等にも出

ていた経緯もございます。そういうこと等を考えれば、報酬はゼロというふうな
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ことでうたわれておりますのであれですが、ある程度の活動、例えば今でも毎月

の月例会というふうなものがあれば、当然自家用車とかいろいろなもので来るわ

けで、そのほかにも見回り、見守りをするためにそれぞれ徒歩あるいは車といっ

たことで、いろいろな意味で経費がかかっていると思われます。ですから、そう

いうもろもろを考えると、今の金額でいいのかなというふうなことになれば、ち

ょっと足りないのかなという思いもありますし、民生委員というのはボランティ

アというふうなことも言われておりますので、この辺については民生委員のほう

の本体の協議会等々で、そういう要望、意見等が出てくれば、町のほうとしても

考えざるを得ないのかなと。そして、かなりの町のほうのそういう行政における

分野の仕事をしておりますので、この辺については何かの機会で一度話は出して

みたいなという思いはあります。 

 それから、次の老人ホームの入所措置費の部分でございますけれども、これは

いわゆる６０歳以上のひとり高齢者が自宅において生活することが非常に困難、

危険といいますか、いわゆる火の後始末とかいろいろな意味でその人をひとりで

生活させていくことが非常に危険であるというふうな判断をすれば、その高齢者

を市町村が入所の措置をすると、しなければならないというふうなことになって

おります。当町においては、今２名の方を養護するということで、三沢のほうに

２名、入所措置として入所させている分の支出でございます。 

 以上です。 

 

山副委員長 

 

 ちょっと平野委員にお願いしたいんですけれども、質問のときに何ページの何

というふうなのをはっきり言ってもらえませんか。お願いします。 

 平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 ページでいきますと、今の答弁いただいた６４ページのところの老人ホームの

入所措置ですが、ひとり高齢者で自宅で生活が困難、このままでいったらもう危

険な状態だというふうな判断でありますけれども、これはさっきと関連しますけ

れども、例えば民生委員とかそういうふうなのからの情報をもとに判断するの

か、町が独自の判断でこういうふうな決定をするのか、ここのところをちょっと

お願いします。 

 

山副委員長 

 

 介護福祉課長。 

介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 入所措置の判定につきましては、入所措置判定委員会というのを設けておりま

す。そのメンバーには、おいらせ病院の院長とか、あるいは在介のほうの施設の
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方とか、昨年これを開いていないので、ちょっと私も手元に余り資料がないので、

たしか６名ぐらいで構成されて、その中でその方を養護するに値するのか云々と

いうところは、その委員会で判定するというふうなことになっております。 

 

山副委員長  いいですか。 

 そのほか質疑ございませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

山副委員長  なしと認め、第３款から第４款までについての質疑を終わります。 

 次に、第５款、労働費から第７款、商工費までについての質疑を受けます。 

 ８０ページから９３ページまでです。 

 質疑ございませんか。 

 柏﨑委員。 

 

柏﨑利信委員 

 

 ８０ページの労働費の雇用対策費のところでもって、コールセンターオペレー

ター人材育成事業委託料１億４，９８８万６，０００円となっていますけれども、

その下にまたコールセンター施設改修工事実施設計委託料ということですから、

これコールセンターなる施設を改修工事も行うと。ちなみに、私コールセンター

はどこにあるのかわからないんですよ。このオペレーターの人材育成というもの

がどのような形で行われるのか、今までもやってきたものなのか、これは新しく

やる事業なのか、よくわからないものですから、特に横文字にも弱いものですか

ら、私どもにわかりやすく説明をしていただけますか。 

 

山副委員長 

 

 商工観光課長。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 おいらせコールセンターオペレーター人材育成事業でございますが、近年全国

的に需要が伸びておりますホテルや旅館などの宿泊予約受付業務センター、ある

いはインターネットテレマーケティング等を活用した業務の受注、将来的には地

元企業と連携した地場産品の販売などが見込まれる事業でございますが、緊急雇

用の事業を活用しまして、コールセンターのオペレーター人材育成業務を委託し

たいというふうに考えております。 

 事業の内容としましては、雇用人数、これは緊急雇用の震災対応型の事業でご

ざいますので、被災者が対象になります。おいらせ町と八戸市が対象地域でござ

いますが、３８人の雇用を見込んでおります。内容的には、オペレーターの研修

の実施、コールセンター事業の展開ということでございます。予算額につきまし



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５５－ 

ては、先ほどご質問ありましたように、事項別明細書のほうに計上しております

が、１億４，９８８万６，０００円、このうち２分の１以上が人件費ということ

での条件がございます。雇用期間は１年で、来年の３月までということでござい

ますが、この事業につきましては４月以降も継続して雇用していきたいという業

者さんがありますので、公募によってそういう事業を募集していきたいというふ

うに考えております。 

 それから、コールセンターの施設改修工事実施設計委託料でございますが、コ

ールセンター事業を誘致するということになるわけですけれども、これはコール

センター事業の場所として、企業側としては社会経済情勢の影響を受けにくく、

継続して場所の確保が可能で、民間に比較して低価格で借用できる、いわゆる公

共施設であいている施設があればお借りできないかということで打診がありま

した。具体的には、建物の面積的には１００坪程度、それから車両が５０台ぐら

いの駐車場が確保できればいいのかなというようなことで問い合わせがありま

すが、当町には現在のところ、そういう要件に合うようなあいている施設がござ

いません。ですが、ぜひ雇用の確保ということと、それから本町商店街の活性化

等の観点から、ぜひ町のほうに誘致したいということで、現在同地区、本町商店

街周辺で、実際は使われているんですが、その使われているところ３カ所程度を

候補地として検討をしております。ある程度の改修費用が必要になりますが、現

在本来であればコールセンター事業費と一緒に改修経費についても予算計上し

たいところなんですが、今言いましたように、まだ提供できる施設が特定できて

おりませんので、その場所によっては設計委託料に格差が出てくるということ

で、概算でございますが、最大で３００万円ぐらいの予算が必要になるのかなと

いうことで、今回お願いしているところでございます。 

 以上です。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員 

 

 わかったようでわからないような答弁でございました。八戸市と当町とでもっ

て実施をすると、町で１億４，９８８万６，０００円なるものを計上しているわ

けでございますから、そのうちの２分の１が人件費に回らなければいけない。そ

うすると、２で割れば出てくるわけでございますけれども、大体うちの町から何

名ぐらいの方が対象になり、これは八戸に行くものなのか、うちのほうで、当町

には現在１００坪で車５０台置けるような対象となる建物とかそういう場所が

ないと、候補地としては使用しているところであっては数カ所あるというふうな

ことでございますが、ものになるか、ならないのか、全く皆目検討もつきません。
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実際にこのお金が活用されるというふうな、そういう確固たるものがないと、た

だ人件費とおいらせ屋じゃないですけれども、ジャスコに前に街なかショップみ

たいなことをやって、それで撤退したこともありますが、現在既にこのコールセ

ンターのオペレーターを雇用していて、４月以降も雇用継続をしたいという方が

おられるというのですが、それは当町の話ですか、八戸市の話ですか。もっと具

体的に、当町においては何名の方がこの事業でもって該当をし、きちんと人件費

としてそれを受け取る方が想定されるのか。 

 それと、改修、これは今住んでいる方と話が先ではないですか。工事の実施設

計委託料３００万円というんですが、まだ何もないのに３００万円計上すると、

まことに流動的で、今度は本来なれば工事費そのものも計上すべきではないかと

いうようなお話でございますが、これ設計の中身でおのずとまた変わってくると

は思いますけれども、余りにも雲をつかむような話でぴんとこないんですよ。こ

れが、町の活性化につながり、雇用対策に実際にこの結果が反映され、適切にこ

のお金が使われるというふうな自信のほどはありますか。 

 

山副委員長 

 

 商工観光課長。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 お答えいたします。 

 先ほどの私の答弁がちょっと舌足らずなところがあったみたいで、勘違いされ

たことをおわびいたします。 

 これは、八戸市とおいらせ町で合同でやる事業ではございません。おいらせ町

が単独でやる事業でございます。ただし、雇用対象者が災害救助法の適用地とい

うことで、おいらせ町民か八戸市民でなければ対象にならないと。できれば、町

としては全員当町から採用してほしいなというふうに考えております。 

 事業自体は、雇用してもすぐコールセンターを立ち上げることはできませんの

で、３カ月とか半年とかという期間でもって研修等をしたのち、本格的なコール

センター事業に向けて研修していくという形になりますので、最初からそういう

場所について、準備できて改修していければよかったんですけれども、それは若

干時間的に余裕があるということで、やっていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員  対象者はおいらせ町と八戸市ということでございますね。研修をしてからとい
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 うんですが、どこで研修するんですか。それもわからないし、何人の方がその研

修に通うために交通費とか、そういった研修期間も日当なりそういったものが支

払われるんですか。これ１人につきどの程度の人件費として支払う計画なんです

か。私が聞かなくても、そういうのはぱっと出てこなければおかしいのではない

ですか。何かぼやっと話をしていてるだけでもって、何回もこうして質問しなけ

ればいけないようなことになるのではないですか。もう少し懇切丁寧に答えてく

ださいよ。 

 

山副委員長 

 

 商工観光課長。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 説明が下手で大変申しわけございません。 

 人件費でございますが、１人月１４万円程度計画でやっております。 

 それから、研修場所でございますが、これも町のほうで用意することになりま

すが、４０名前後ですので、会議室等１室借り上げ、提供できるのかなと思って

おります。現在は、できればいちょう公園体育館の向かいにあります勤労者研修

センターを利用できればいいのかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 柏﨑委員。 

柏﨑利信委員 

 

 勤労者センターでもって研修をするということでございますが、これはただ場

所と建物があって研修ができるものか、私はよくわかりませんが、それ相応にパ

ソコンなりとか、いろいろなものが必要なのかなと。何たってコールセンターオ

ペレーターとなっていますので、この人たちの業務の内容がよくわからないの

で、何とも申し上げにくいんですけれども、場所と、それだけ４０名の方が収容

できる建物があればできるものですか、研修は。 

 

山副委員長 

 

 商工観光課長。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 町としては、場所と駐車場の確保、あとは緊急雇用の事業の中でパソコン等の

リース料等が計上されることになりますので、事業を展開していけるというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  いいですか。 
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  では、平野委員。 

 

平野敏彦委員 

 

 それでは、今私も質問しようと思ったのを柏﨑委員が質問しましたが、ちょっ

とこれやりとりを聞いて、よく理解できません。おいらせ町単独事業だというふ

うなことで、雇用はおいらせ町と八戸市に住んでいる人が雇用の対象になります

よと、事業については３カ月から６カ月研修をしてからコールセンター事業が稼

働するような話ですけれども、ではこのコールセンター事業というのは、誰を対

象にしてどういうふうな内容でやるのか、私今まで聞いてもよく理解できません

ので、この事業に対する資料とかそういうふうな概要を書いたものがないんです

か。あったらそれを見せてもらったら、なるほどなと思いますけれども。その研

修を受ける人が、今の説明ですと月１４万円程度お金をもらって研修をするとい

うふうな解釈をしましたけれども、そのために町はその場所と駐車場を提供して

くださいというふうなことで、ではその１人１４万円をもらって、その研修が終

われば今度はコールセンター事業のほうに移行していくというふうな形で解釈

していいのか、そうするとまた、さらにこの研修を受けた後１４万円以上の収入

を得られるのか、ちょっとその辺今まで聞いてきて、何だこのコールセンターと

いうのはというふうな、よくよく聞いてみればホテル、旅館の予約とか地場産品

のＰＲとかさまざまなので、結局今無差別にばんばん電話をかけてくる、そうい

うふうなものではないのではないかなと思いますけれども、こちらおいらせ町の

何々で、今こういうふうなものが安いですよというふうな、電話で商品、物販を

売る、予約をとるというふうな意味なのか、よくわかりません。今私が大体柏﨑

委員との質疑の中で知り得た、理解できたというのはこの程度なんですよ。です

から、私が今話したような中で、この一つずつ個別にもう一回ちゃんと説明をお

願いしたいと。まず、第一に４０名程度の雇用で、おいらせ町から被災地で希望

があった場合、年齢制限とかそういうふうなものがないのか。誰でも受け入れて、

月１４万円程度の収入があって、その研修が終われば、今度はコールセンター事

業のほうに行ってどういうふうな内容の仕事をするのか、それによって収入が、

またさらに研修が終われば上がって１５万円とか１６万円の収入を得られるの

か、期間がいつまでなのか、こういうふうな部分をちゃんと示してほしいなと思

います。業務内容については、さっき話した本当にいろいろな予約の情報を先取

りするとかそういうふうなものなのか、よくわかりませんので、再度お願いをし

たいと思います。 

 それから、８１ページのところで、おいらせ街なかショップ運営事業委託料が

３，２６７万４，０００円とられてありますが、これについてはたしか何カ年か

の継続、３カ年ですか、というふうな形で運営されていたと思いますが、私も時々
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顔を出すんですが、この街なかショップ、非常に職員の定着率が悪い。何カ月か

すれば、もう人がかわっているというふうなことで、雇用の場を創出するために

そういうふうな事業をやっているのに、なぜ安定しないんだというふうな疑問が

あるわけです。ですから、もし原因がわかってあったら説明をいただきたいし、

このまま、前にも言いましたけれども、この期間続けていって、これが一つの基

本になって継続して事業が続けられるというふうなめどがあるのか、この点説明

をいただきたいと思います。 

 それから、８７ページのところですけれども、６款１項７目の農村環境改善セ

ンター運営費として８００万円ありますけれども、この中でセンターがどういう

ふうな形で運営し、そしてまた利用されているのか、この内容について説明をい

ただきたいと思います。 

 それから、次に９０ページですけれども、県企業誘致推進協議会、県のほうに

多分金を１３万円出していると思いますが、１３万円金を出したその町への見返

り事業効果というのは、どういうふうな形であらわれているか説明をいただきた

いと思います。あわせて、この中のところの町商工会補助金６３０万円、これで

見ますと人件費、概要で見ますと説明が人件費の助成だったと思いますけれど

も、この商工会の会員数が今現在何人になっているのか、その会員数についてお

知らせをいただきたいと思います。 

 それと、９１ページの観光費ですが、１３節、委託料のところにおいらせ音頭

浴衣製作委託料６００万円あります。これは、説明ですといろいろな観光の祭り

とかそういうふうなもので活用したいというふうなことですが、ではこれの管理

をどうするのか、誰がするのか、町が管理するのか、この点についてお伺いをし

たいと思います。 

 それと、あわせてこの観光のＰＲの仕方、補助金を出しているところもありま

すし、事業をやっているところもあると思いますけれども、私は一般質問でも言

ったように、これから東北リーグに参加するおいらせフットボールクラブ、この

部分では町の観光パンフレットとか物産、そういうふうなものがもし対外的にＰ

Ｒできる資料があれば活用していきたいというふうに考えておりますので、これ

らに対応する条件整備ができるのか、この辺についてもぜひお伺いしたいと思い

ます。 

 それから、９２ページのおいらせブランド推進支援事業費補助金１２２万４，

０００円ですけれども、これはブランド推進というのは、今まででも結構品目が

あって、どのぐらいの販売、売れているブランドの知名度があるのかと思っても、

なかなか数が多いんだけれども、これというふうなのが、今のところどれなのか

わかりません。この内容について、何品目あって、今売れ筋はこれで、今これ入
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れかえしたとか、そういうふうなのがあったらお知らせをいただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

山副委員長 

 

 答弁願います。誰からいきますか。商工観光課長、お願いします。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 それでは、まず初めにコールセンターオペレーター人材育成事業でございます

が、コールセンターといいますのは、先ほど柏﨑委員のほうにもご説明しました

が、宿泊とか旅行、あるいは商品等の電話予約受付代行業務といいますか、そう

いうたぐいの業種でございます。それで、具体的にコールセンターの資料という

のは特に今手元には用意しておりませんが、雇用者につきましては、基本的には

１年間、来年の３月までは契約社員的な扱いになろうかと思います。新年度、２

７年の４月以降につきましては、改めて研修の成果等で企業側で面談して、正社

員あるいはそのまま継続して契約社員という方もおるかもわかりませんし、その

研修の結果によっては、もしかすれば継続しないという方も出てくるかと思いま

す。 

 それから、特に雇用に当たっては年齢制限等は設けておりませんし、研修であ

る程度コールセンターの業務を知っていただける能力のある方ということにな

ろうかと思います。 

 それから、賃金の部分につきましても、事業継続ということで雇用されれば、

同じぐらいの賃金は確保できるものと考えております。 

 それから、街なかショップでございますが、雇用者の定着率が悪いということ

でご指摘いただきました。昨年１０月ぐらいから、ちょっと街なかショップの中

で退職者が出たり、公募してもなかなか入ってこない。店の形態が基本的に休日

なしで交代でオープンしている営業形態でございますので、なかなか若い人とか

家庭を持っている方については応募を控えるのかなというふうに考えておりま

す。最終的に、今月になりましてようやく６名体制で展開していけるようになっ

てまいりました。 

 それから、継続については新年度早々に検討しながら、できるだけ継続に向け

て努力してまいりたいというふうに思います。 

 県企業誘致推進協議会の会費の見返りということでございますが、年に数回、

このコールセンター事業についてもそうなんですけれども、県の東京事務所ある

いは県のそういう企業誘致担当課のほうから、いろいろ企業の照会あるいはあっ

せん等々ございまして、今年度についても、おいらせ町のほうに物件がないかど

うかというので数件照会が来ております。そういう意味で、有効に県のほうの関
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係課と連絡を密にしながら、これからも企業誘致に取り組みたいというふうに考

えております。 

 それから、町商工会の会員数でございますが、ちょっと今こちらの手元に資料

がございませんので、後ほど資料を提供したいというふうに思います。 

 おいらせ音頭の浴衣の管理方法ということでございますが、これにつきまして

は、現在浴衣を２００着で考えております。管理につきましては、この浴衣に関

しては連合婦人会さんとか文化協会さんのほうに、個人で使用することになりま

すので、無償貸与するような形をお願いできればなというふうに、こちらとして

は考えております。これから関係団体と協議していくことになろうかと思いま

す。 

 それから、観光のＰＲ方法ということで、前向きなご意見をいただきました。

こちらといたしましても、できるだけ平野委員の要望に応えられるような観光パ

ンフレットあるいは特産品等のパンフレットを提供していきたいというふうに

考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、ブランド品の売れ筋商品は何かということでのご質問でしたけれど

も、たしか決算の時期にも同様の質問を受けたかと思います。これにつきまして

は、特にこちらのほうとしては、その認定品の売り上げ状況等を逐次情報を収集

しているわけではございませんので、ちょっと把握しておりません。最新のおい

らせブランドの認定数でございますが、３９品目が認定されているところでござ

います。 

 以上でございます。 

 

山副委員長 

 

 平野委員。 

平野敏彦委員 

 

 説明をしていただいて、大体こういうふうなのかなというのが、まずコールセ

ンターオペレーターの関係については、ただ私はコールセンターというのは、宿

泊、旅行電話予約受付業務と、では当町にあってこういうふうな該当する、そう

いうふうな宿泊とか旅行とかというのは、電話予約を受け付けするぐらい材料が

あるのかなと。八戸も含めての対象事業なのかなというふうな思いなので、非常

に金額的にも１億４，９００万円というふうな育成事業で、さらにまた施設の改

修が３００万円見て１億５，０００万円というふうなのであれば、２分の１は人

件費に払うということになれば、相当の人件費を払わないと、例えば４０人受け

たとしても金が２分の１使えますか。私はそう見て思ったのだけれども、また内

容的に、本当にこれがおいらせ町にマッチしているかなというふうな疑問がある

わけです。もっと内容を吟味して、本当に被災者とかそういうふうなものの救援
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に合うような、例えばこのコールセンターの研修を受けて資格をとって、その次

に、こうつなげていくとかというふうならわかるのだけれども、ただ金をもらう

ために研修を受けて、またさらにコールセンターでこういうふうな電話予約とか

そういうふうな業務についていては、４０人そのままつくわけではないでしょ

う。この辺中身が、どうも内容が私はちょっと理解できないので、今やりとりし

ても時間あれですので、そういうふうな意味ではもっと資料を後で提供してもら

うようにお願いをしたいと思います。 

 それから、利用内容のところについては、（議員の声あり）いや、今聞いてみ

てよく理解できないから、もう１回ちゃんと、コールセンターについて答弁あっ

たのは、宿泊、旅行電話予約そして受付事務をするというふうな説明でしたけれ

ども、こういうふうな業務というのはこれからも発生が予測されるかと、町とし

てですよ。また、この利用者については１年間契約社員になる、２７年について

は面談の上再契約もあるというふうな答弁ですけれども、２７年までこの事業は

続くというふうなことで理解していいですか。年齢制限はない、給料については

月１４万円であれば、そのまま継続して保証されるというふうな説明ですけれど

も。おいらせ町でこれが、ちゃんとこの業務がきちんと機能するというふうなこ

とで確認します。 

 

山副委員長 

 

 商工観光課長。 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 お答えいたします。 

 コールセンターというのは、当町の町内の宿泊等の受け付けをするということ

ではなくて、いろいろな大きい旅行業者さんとか企業の予約代行を委託で請け負

ってやっていく、全国展開している業種になります。ですから、首都圏のお客さ

んあるいはほかの地域のお客さんからの電話を、おいらせ町のそういうコールセ

ンターで代行で予約受付をするというような事業でございますので、ボリューム

としてはかなり大きい事業になろうかと思います。（「休憩」の声あり） 

 

山副委員長 

 

 今ちょっと待ってください。休憩して考えますか。 

 では、暫時休憩します。４０分まで休憩しますので。 

 （休憩 午後 ３時３０分） 

山副委員長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

 （再開 午後 ３時４１分） 

山副委員長  答弁願います。商工観光課長。 
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商工観光課長 

（澤田常男君） 

 どうも説明が下手で申しわけございません。 

 コールセンターの件でございます。ちょっと私のほうの説明が不十分だったの

ですが、要はコールセンターの業務をしている県外からの企業、こちらを町のほ

うに誘致したいということで、その誘致のために公共施設等を利用させてもらえ

ないかということで、お話いただいた事業でございます。初年度につきましては、

緊急雇用の事業を使ってそういう人材育成をすると、２年目以降で自前で事業展

開していきたいというような事業でございますので、ご理解よろしくお願いいた

します。 

 

山副委員長 

 

 いいですか。 

 補足、まだ答弁、農林水産課長。 

 

農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 農村環境改善センターのことについてご質問ありましたので、当課の部分につ

いてご説明いたします。 

 農村環境改善センターに関して見れば、農業経営及び生活改善の合理化、また

健康増進ということの目的で設置されている建物になっています。生活改善グル

ープ、女性のグループなんですけれども、実習室がございまして、そちらのほう

で試作品の取り組みや加工実習などを行っているという実績がございます。 

 以上になります。 

 

山副委員長 

 

 いいですか、平野委員。 

 

平野敏彦委員  さっきの件はわかりました。県外から、私はまた町が企業をつくって、こうい

うふうな雇用の場を創出するというふうな形で、だから行き違いがあったと思い

ますけれども、初めから、こういうふうな企業が町に照会がありますよというふ

うなことで、今準備中ですというふうなことであれば理解できたんですけれど

も、４０名とかなんて、もう既に金額的なものも決まって稼働するばかりの話ば

かり出たものですから。わかりました、町長から聞いてなるほどなと、すぐに理

解ができましたので。 

 農村環境改善センターの部分の、今農林水産課長が話した利用の仕方なんです

が、今試作品のさまざまな部分でも、生活改善の合理化、そういうふうなので使

いますよというふうなことであったのですが、今までＪＡ実行があるときには、

そこでこういうふうな加工の設備があって、町のイベントとかそういうふうなと

きには、商品の加工をしたり販売をする体制をつくったんですが、もしこういう

ふうな機会があれば、この研修センターは誰でも使えるというふうなことで理解
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していいですか。 

 

山副委員長  農林水産課長。 

 

農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 あくまでも農業者の方々が自由に使える部分だと思って、私は認識しておりま

す。 

 以上になります。 

 あと、ただ貸す、貸さないというのは多分順番があると思いますので、ちょっ

と担当課のほうにお任せしたいと思います。 

 

山副委員長  分庁サービス課長。 

 

分庁サービス課長 

（澤上 訓君） 

 ただいまのどなたでも使えるかというのは、使えます。個人でも大丈夫です。 

 以上です。 

 

山副委員長  いいですか。 

 では、髙坂委員。 

 

髙坂隆雄委員  ２カ所についてお尋ねをします。 

 まず、８５ページなんですが、農業振興費についてであります。本年度予算が

１，１３２万１，０００円、前年度は１１７万５，０００円ということで、比較

しますと１，０００万円増となっておりますが、きのうの７号の補正の予算案を

見ますと、この中で補正前が９３４万円、補正後で８７９万円ですから、そんな

にふえていないなと思います。町長は、農業を基幹産業とし、また農業に力を入

れるということでやってまいったと思うんですが、目新しい事業が特に入ってい

ないなと思っていますが、もし今後、今の予算計上はしていなくても、今後農業

振興に当たって何か検討しているもの等があったらお知らせいただきたいと思

います。 

 そして、その中に経営体育成支援事業費補助金５７０万円あります。これは、

対象団体が何件あって、この支援事業を受けるにはどういう基準があるのかお知

らせをいただきたいと思います。 

 次の、青年就農給付金３００万円あります。これは、もうめどがあるのかお知

らせをいただきたいと思います。 

 そして、ちょっと戻ります、８１ページなんですが、５款、労働費のおいらせ

ブランド街なかショップのところでお尋ねをしますが、これもやはりきのうの補
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正予算の中では、２４年度の決算をして３１４万円収益があったので、県費へ返

還金ということを計上しました。これは、街なかショップへ委託料として３，２

６７万円出して、剰余が出たときはどういう感じの収益なのか。もうちょっと砕

いて言えば、この街なかショップでの売り上げと費用はどういう状況なのかお知

らせください。 

 

山副委員長  農林水産課長。 

 

農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 お答えいたします。 

 農業振興で、今後どのような検討を行っているのかと、私どもに関して見れば、

経営再開マスタープランということで、通称人・農地プランというものがござい

ます。これらの部分に、次からお答えするのもこのプランにのっとって該当にな

っているものの事業というのがございますので、最近国も非常にこのプランを推

しております。私どもも、それにできるだけ活用できるものは活用していきたい

なと。 

 町としての独自のプランは何か目新しいものはあるのかというと、今のところ

ちょっと私もまだ思いついておりませんので、その辺のところはご了承をお願い

したいと思います。 

 それから、経営体育成支援事業なんですけれども、何件ぐらいあったかという

ことと、あと基準というお話がございます。経営体育成支援事業に関して見ます

と、今年度初めて実績をつくりまして、３申請者の方々で、農業用機械等のたし

か３申請者分という実績をつくっております。基準に関して見れば、まず融資を

３０％以上受けるというのが一つの基準になります。もう１つの基準は、先ほど

言ったみたいに経営再開マスタープランに位置づけられ経営体ということにな

ります。３つ目の基準ということは、経営規模の拡大とか品質向上とか法人化と

か、おのおので目標を立てて進めていくという形になっています。ただ、この事

業というものは、おのおのに配分ポイントというのがございまして、その配分で

何点とるかというのがあります。その何点とったものを、その申請した人数で割

って平均のポイントを出します。全国で並べて上位から順番に決められていくと

いう形態がとられております。ですから、私どものほうでもなるべく配分ポイン

トを高めるような形の努力はしていきたいと思っておりますけれども、今年度も

とりあえず前年度並みの部分を目標にして、何とか事業を持ってきたいという思

いで載せております。 

 次に、青年就農給付金の、大体めどがあるのかというお話になります。この青

年就農給付金も、経営再開マスタープランに載っている方が対象になっておりま



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６６－ 

して、今年度１年かけて座談会等、検討会繰り返してきました。それで、新規就

農としてやっていきたいという意欲がある若い方が４名ほどおりまして、そのう

ち２名の方が意思表明をしましたので、１人１５０万円になりますので、２名分

を計上しております。 

 以上になります。 

 

山副委員長  あと答弁漏れは。商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 質問にお答えいたします。 

 街なかショップの２４年度の決算でございますが、収入の部分、これは街なか

ショップ会計の中では３，０４４万７，２１７円が、これは町からの受託料も含

む金額になっております。それから、支出の方でございますが、２，７３０万７，

００３円ということで、収益が３１４万２１４円得ております。この街なかショ

ップの緊急雇用の事業は、収益が出た場合には、実績報告でもってその旨報告し

て返還するという制度になっておりましたが、ちょっとその収益の部分を報告し

ていなかったというのが、今回のきのうの補正のときの原因でございますので、

今年度につきましては、その辺ちゃんと収益のほうを精算の中で報告して、返還

することになろうかと思います。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  髙坂委員。 

 

髙坂隆雄委員 

 

 ８５ページの農業振興費については、課長の答弁でわかりました。ただ、やっ

ぱり私も思うんですが、農業従事者それから農業に関係する方々、当町には多数

おられると思いますし、ましておいらせ町にとっては農業は基幹産業だなと私も

認識しておりますので、どうかこの農業、または水産業もそうなんですが、振興

するためには、新たなものを取り入れるとか含めて振興策を練る必要があるのだ

ろうと思います。とすると、どうしてもある程度の予算計上は必要になると思い

ますので、ここ数年のやつを見ていましても、特に取り組むのがなくて金額も非

常に少ないなと思っていますので、ぜひ知恵を出していただいて、活性化に向け

てほしいなと思います。これは要望であります。 

 次に、おいらせブランド街なかショップのところですが、これはもう一度確認

ですけれども、平成２４年度のやつは３，０４４万なにがしというのは、これは

委託料の部分ですよね。そして、費用が２，７３０万ほどということで、差し引

き３１４万円ということですけれども、街なかショップとしての売り上げと費用
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は多分別だと思うんです。これをおわかりでしたらお知らせください。そして、

おいらせ町が誕生してからおいらせブランドをつくりましょうということで、お

いらせブランド推進協議会なるものもできて、さらに今は街なかショップも運営

されております。町の窓口が商工観光課、平野委員の質問によりますと、売れ筋

商品等は当局として情報収集がないという、先ほどの課長の答弁でしたので、そ

れであればどういう状況にあるかよくわからないのではないかなと、町として。

ですので、やはりせっかくブランド協議会で街なかショップを運営して、補助金

ももらって運営しているわけです。どういったものが売れているのか、売れ筋の

方向にあるのかとか、分析をしながら経営に少しタッチをしていくというか、助

言をしていくというか、そういったのがどうしても必要だろうなと思っています

ので、その売り上げ費用の関係と今のこと、よろしくお願いします。 

 

山副委員長  商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 お答えいたします。 

 先ほどの３，０００なにがしというのは、内訳ですけれども、受託料としての

収入が２，４００万円です。それ以外の売り上げ、それから販売手数料等含めて

６４４万６，４８２円ほどございます。６４９万７，０００円程度の売り上げが

ございます。経費のほうにつきましては、トータルでしかちょっと、内訳は積み

上げないとあれですけれども、最終的に街なかショップのほうでかかっている経

費が２，７３０万７，００３円というふうな形になっておりますので、詳細はも

うちょっと分析して後ほど報告したいと思います。 

 それから、おいらせブランドの認定品の売り上げ状況についてのご質問でござ

いますが、おいらせブランドのほうでの認定品の考え方としましては、企業のほ

うで開発して申請があったものについて認定をして、どんどん企業さんのほうに

町のブランドとして発信していただけるような支援をしていきたいというふう

に考えておりますが、個々のブランド品の売り上げというのは、基本的に町のほ

うでは情報収集しておりません。あくまでも企業の努力で推進、販売していただ

くということで、要望等が企業さんのほうから来れば対応していきたいと思いま

すが、それもこれからの課題なのかなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  髙坂委員。 

 

髙坂隆雄委員  もう一度確認ですが、今売り上げ６４９万円とおっしゃったのは、売上手数料
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 のことですか。そうすると、２，４００万円なりの委託料と、この売上手数料、

要するに利益の部分ですね、これを足して３，０４０数万円になるのかなとは思

いますが、私が聞いたのは、その街なかショップでの売り上げ、販売手数料では

なくて売り上げがあって費用があって販売手数料も収入としてあるわけですよ

ね。そこをお訪ねしました。 

 もう一つ進めますと、これが３年間の事業であると、２６年度の委託料が３，

２６０万円を超えますので、いずれこれがなくなるということで理解するんです

けれども、そうしたら到底この街なかショップは消滅ではないのですか。そうい

う危機感がいまいちないように思うんです。情報収集もしていないという、要す

るに街なかショップとして民間が経営をしているということでもう投げてしま

って、あとは町としては関知していないように感じるんです。果たしてそれでい

いものかどうなのか、それでも経営がとんとんであれ順調にいっているのであれ

ば、企業努力がもうちょっと必要だよということになるんでしょうが、もう販売

手数料が６５０万円に満たなくて、経費が２，７００万円もかかっているわけで

すよね。これは、当然補助金をもらって委託料としていただいているから、人件

費も余分に雇用して払っているという部分はあるにしても、非常に大々的にこれ

も新聞、テレビなんかでも報道されたと思います。まるでおいらせのブランドが

できそうなのかという雰囲気の中で、実態をこういうふうに見てみるとちょっと

心配していますので、その辺もよろしくお願いします。 

 

山副委員長  商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 大変失礼いたしました。街なかショップの売り上げでございますが、３９２万

１，２７３円、そのほかに販売手数料収入が２２８万９，４７５円、雑収入２３

万５，７３４円、その他の雑収入ということで７３５円、トータルで６４４万７，

０００円程度という収入になっております。 

 それから、街なかショップの運営に関して、危機感がないというご指摘いただ

きました。私どもとしても、できるだけ継続して事業展開していきたい、そもそ

もあの場所に展開していったのは、本町商店街の活性化になればいいのかなとい

うことであの場所を選択したように聞いておりますので、できるだけ継続できる

ような形で考えていきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  髙坂委員。 
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髙坂隆雄委員 

 

 これは大事だと思うんですけれども、今売り上げが３９２万と言ったと思いま

す。販売手数料のパーセンテージはわかりませんが、おおむね直売所関係が１

５％前後だと思います。逆算しても４，０００万円を超える売り上げがあるので

はないですか。売り上げがあって販売手数料をいただいて、その他の仕入れとい

うか費用があってトータルどうなるか、要するに差し引きどうなるかになるわけ

ですから、その辺の把握をきちんとしておくのが担当課としては当然でしょう

ね、と思います。ひとつ行政の執行者、責任者の副町長から、この辺の感想も含

めてお願いしたいなと思います。 

 

山副委員長  副町長。 

 

副町長 

（西舘芳信君） 

 これにつきましては、本当に申しわけありませんというふうな言葉がまず先に

きます。と申しますのは、売り上げということについては、何百何円ということ

は私は把握しておりませんが、正直言って惨たんたる状況にあるというふうなこ

とでございます。それは、ことし１年だけではなくて去年から、それから前にイ

オンの中にあったときから、この関係では町民の皆さんの期待を大きく裏切って

きたというふうな経緯があります。そして、大事なところは、産業の振興そのも

のは町の仕事であるけれども、町そのものは、そのための戦術、戦略については

あくまでも産業団体あるいは直接それに関係する団体がやってほしいというふ

うな思いがあります。 

 しかし、そのところの町がやるべきこと、それから産業団体あるいは関係者が

やるべきところはっきり話し合いされていないままにずっときて、そして例えば

ブラ協であれば、それがいろいろな組織が似たようなものが３つあったりして、

その運営の状況が非常に難しいというふうなこともありまして、私はこれは本当

に正直な話ですけれども、これはいつまでたっても芽が出ないのではないかと、

だから早くやめようよということで、当時からそして今の企画の職員にも話をし

てきました。ところが彼らは、いや、ここまでもうやってきてやめられないんだ

と、ぜひやらせてくださいということで、そういうふうに言われて今まできまし

た。一生懸命やっている職員を叱らなければならない、そしてやめたほうがかい

いのではないかと皮肉混じりに接しなければならない私の立場も、非常にきつい

切ないものがありました。本当にこの面では、職員も私たちも苦労してきました

し、また関係する人たちがいろいろな思いで、砂をかむような思いをしてきたと

いうことは確かでございます。今後、あと１年と何カ月、３，０００万円という

ことで緊急雇用のお金を使ってきましたけれども、時間も見えております。三村

正太郎町長の時代に誕生して、そしてまたこれが引き継がれるということになり
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ますが、私はぜひ新町長に妙案を発揮していただいて、うまく運営してもらいた

いというふうなところが正直な感想でございます。 

 以上です。 

 

山副委員長  髙坂委員。 

 

髙坂隆雄委員 

 

 終わろうと思いましたが、最後一言だけ。 

 副町長の答弁で、何か実態がというか本音の部分が見えたなという感じがして

いまして、何度かこの街なかショップについては、雇用者、従業員がやめるだの

落ち着きがないだのという発言が議場でもありまして、それが要するに現象とし

てあらわれていたのだろうなと。ですから、もっと早く当局はいろいろな部分で

感じていた、また口では言わないかもしれませんが、ある程度の分析をして、ど

こに原因があるのかわかっていたのだろうなとちょっと思います。もし撤退する

のだったら、早目に撤退したほうがいいし、対策を練るのだったら真剣にやっぱ

り練ってもらいたいなと思っています。私の感想で終わります。 

 

山副委員長  商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 売り上げについてお答えいたします。 

 １，７７９万８，９１７円が売り上げになっております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  いいですか。 

 では次、馬場委員。 

 

馬場正治委員 

 

 まず、今のおいらせブランド街なかショップに関しての総売上、それから手数

料とか数字が二転、三転して、きちんと把握できた委員はいないのではないかな

と思いますが、希望ですけれども、できればきちんと整理をして理解できるよう

に、後日配付していただければいいなと思います。２５年度の実績という内容で。

２５年度利益が出た分を県へ返却したということも、どうも利益が出るわけない

なと思うんですけれども、その点も納得できるような、紙で結構ですから後日い

ただければと思います。ここで議論していると、時間がちょっと足りないと思い

ますので、きちんと整理をして２５年度の実績ということでの報告をいただけれ

ば結構だと思います。 

 それで、次に９２ページですけれども、商工費の観光費の中で、八戸広域観光
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推進協議会負担金というのが計上されていますけれども、私がちょっと観光協会

でかかわっている関係で、たしか当町の観光協会は十和田地域広域観光協議会に

も加盟しているはずですが、その負担金の計上がちょっと見当たらないなと思っ

て、そこのところを確認したいと思います。 

 次に、その同じページの下のほうですけれども、白鳥の家の塗装工事の予算が

計上されていますけれども、その白鳥の家の１階にはさまざまな資料の展示もあ

るんですけれども、研修室、会議室というのもありまして、私二度ぐらい、会議

室が本庁舎も分庁舎もあいていないというので、そこに会議に行ったことがある

んですが、非常にいい場所だと思うんです。非常にもったいない。観光客の方が

白鳥の家に訪れた際にいろいろ野鳥に関しての説明だとかそういうことを担当

の方がされていると思うんですけれども、もう少しあそこの施設を活用すべきで

はないかなと思うんですが、もし把握できていれば、平成２５年度中にあそこの

施設を使ってこういう研修会を開いた、何回開いた、会議を何回開いたというデ

ータがあればお示しいただきたいと思います。 

 次に、商工費の中の５目、消費生活対策費というのが載っているんですけれど

も、これは八戸圏域消費生活相談負担金、それから多重債務者等経済生活再生融

資預託金というふうに２項目計上されているんですが、これは商工費になるんで

しょうか。どうもこの文言を見ますと民生費的なイメージを受けるんですけれど

も、どういう理由でこの商工費の中に組み込まれているのかご説明をいただきた

いと思います。 

 以上です。 

 

山副委員長  答弁を。分庁サービス課長。 

 

分庁サービス課長 

（澤上 訓君） 

 ただいまの馬場委員のご質問ですけれども、白鳥の家の会議室の利用実績とい

うふうなことでございましたけれども、大変申しわけありませんが、白鳥の家の

会議室の利用実績の資料が今ございませんので、後刻連絡をとって、それからお

伝えしたいと思っております。（議員の声あり） 

 活用についてはですか。大変私ども管理する側とすれば、幾らでもやっぱり活

用してもらいたいというふうな思いでおります。普段は有料になっているんです

けれども、予算の計上も１，０００円しかできていないというふうな、そういう

状況なものですから、やっぱりもっとＰＲも足りないのかなというふうな気もし

ております。どんどん利用、活用していただきたいというふうなことで、今後い

ろいろな形で努力していきたいなと思っていました。 
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山副委員長  商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 ただいまのご質問にお答えいたします。 

 十和田広域のほうの観光につきましては、確かに２５年度は負担金ございまし

たが、２６年度については負担金がないということで報告を受けております。 

 それから、５目の消費生活対策費がなぜ商工費なのかというご質問でございま

すが、消費者行政ということで商工観光課のほうで対応するということで事務分

担上なっておりますので、こちらのほうで対応させていただいております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  いいですか。馬場委員。 

 

馬場正治委員 

 

 白鳥の家については、今後の活用を検討するということで了解いたしました。 

 それから、十和田広域観光協議会のほうの負担金が２６年度はないということ

なんですけれども、要は２６年度は負担ゼロということが確認できたということ

でよろしいのか、あるいは解散したのか、その辺を確認したいと思います。 

 それから、この多重債務それから消費生活相談負担金、これは消費生活と書い

てあるから商工費に入っているというのは、どうもぴんときませんね。というの

は、社会福祉協議会のほうにも、こういった困窮した場合に５万円を１年間に限

り融資する制度だとかそういうのがあるんです。これは、消費生活云々というよ

りも、いわゆる生活困窮者の救済の問題ではないかなという気がするんですけれ

ども、これで計上する科目としては全く問題ないということなのか、その辺わか

りやすくちょっと根拠を説明いただきたいと思います。 

 

山副委員長  商工観光課長。 

 

商工観光課長 

（澤田常男君） 

 まず、先に十和田広域観光協議会の関係でございますが、負担金が新年度ない

ということでは確認しておりますが、その会につきましては、確かな資料がちょ

っと手持ちに持ってきておりませんので、後日報告したいと思います。 

 それから、消費生活対策費の部分でございますが、国の主管が消費者庁という

ことで、その消費者の商品トラブル等も事務の中に入っておりますので、商工観

光課ではないのかなというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

 

山副委員長  よろしいですか。その他質疑ございませんか。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－７３－ 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

山副委員長  なしと認め、第５款から第７款までについての質疑を終わります。 

 

山副委員長 

 

 お諮りいたします。 

 本特別委員会における付託議案審査については、ただいま審査している議案第

２１号、平成２６年度おいらせ町一般会計予算についての歳出、第７款までとし、

歳出、第８款からの審査は、１４日、引き続き行いたいと思いますが、これにご

異議ありませんか。 

（委員席） ＊＊なしの声＊＊ 

山副委員長  異議なしと認めます。 

 よって、本特別委員会の付託議案の審査は、そのように取り扱うことに決しま

した。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 明日１４日の予算特別委員会は、引き続き本議場において午前１０時から付託

議案の審査を行います。 

 本日の予算特別委員会は、これで延会とします。 

 

事務局長 

（袴田光雄君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 お疲れさまでした。 

 （延会時刻 午後 ４時１７分） 

  
 


